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は
じ
め
に

　

本
市
で
は
、
平
成
27（
２
０
１
５
）
年
１
月
に
策
定
し
た
「
廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

観
光
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
基
本
計
画
で
想
定
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
に
及
び
、
観
光
産
業
は
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
宮
島
は
観
光
客
が
激
減
し
て
お
り
、
宮
島
の
「
再
生
、
復
興
」
の
た
め
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
「
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
は
、
世
界
遺
産
宮
島
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
の
普
遍
的
価
値
を
活
か
し
た

「
宮
島
ら
し
い
」
観
光
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
定
め
た

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
す
。

　

宮
島
の
「
再
生
、
復
興
」
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
市
内
の
観
光
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

様
々
な
主
体
と
連
携
し
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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宮島来島者数の推移（1964 年～ 2021 年）

宮島宿泊者数・外国人来島者数の推移（1964 年～ 2020 年）

（出典） 廿日市市資料

（年）

（千人）

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

0 1
9
6
5

1
9
7
0

1
9
7
5

1
9
8
0

1
9
8
5

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

2
0
1
0

2
0
1
5

2
0
2
0

大
阪
万
国
博
覧
会

（70） （74） （81） （89） （94）（96）（97） （01） （08）
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

宮
島
水
族
館
新
装
オ
ー
プ
ン

海
と
島
の
博
覧
会
・
広
島

広
島
ア
ジ
ア
大
会

嚴
島
神
社
世
界
遺
産
登
録

大
河
ド
ラ
マ
毛
利
元
就

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
開
業

モ
ン・サ
ン=

ミ
ッ
シ
ェ
ル
と

観
光
友
好
都
市
提
携

（19）
過去最高
4,657,343人

（年）

600

500

400

300

200

100

0 1
9
6
5

1
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0

1
9
7
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1
9
8
0

1
9
8
5

1
9
9
0

1
9
9
5

2
0
0
0

2
0
0
5

2
0
1
0

2
0
1
5

2
0
2
0

（千人） （1989）
宿泊者数

過去最高 527,616人

（2018）
外国人来島者数

過去最高 355,087人

宿泊者数（推計）
外国人来島者数

（出典） 廿日市市資料

コ
ロ
ナ
禍
前
の

宮
島
を
訪
れ
る
観
光
客
の
状
況
の
整
理

コ
ロ
ナ
禍
前
（
２
０
１
９
年
以
前
）
の
宮
島
来

島
者
数
を
見
る
と
、
広
島
ア
ジ
ア
大
会
の
開
催

（
１
９
９
４
年
）
や
N 

H 

K
大
河
ド
ラ
マ「
毛
利
元
就
」

の
放
映
等
の
年
（
１
９
９
７
年
）
に
３
０
０
万
人
を

超
え
る
数
字
を
記
録
し
て
い
る
も
の
の
、
２
０
０
６

年
頃
ま
で
は
２
０
０
万
人
台
を
推
移
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
０
０
７
年
に
３
０
０
万
人
を
超
え

て
以
降
急
増
し
、２
０
１
０
年
代
に
は
４
０
０
万
人
、

２
０
１
９
年
に
は
過
去
最
高
の
４
６
５
万
７
千
人
の

来
島
者
数
に
な
り
ま
し
た
。

宿
泊
者
数
は
１
９
８
０
年
代
に
50
万
人
台
を
記
録

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
代
以
降
は
30
万
人

台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
来
島
者

数
は
２
０
１
５
年
以
降
急
増
し
、
２
０
１
８
年
に

35
万
５
千
人
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

（
１
）宮
島
の
来
島
者
数
の
経
年
変
化

1
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宮島来島者　月別推移（2016 年～ 2019 年）

（出典） 廿日市市資料

宮島１日あたり来島者　特定日平均値、特定日を除く月別休日・平日別平均値（2016 年～ 2019 年）

（出典） 廿日市市資料

600

500

400

300

200

100

0

（千人）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112

2016 2017 2018 2019

（2019年 5月）
月間最多 538,903人

（2018年 7月）
月間最少 221,552人

コロナ前の月間値の差
最大 30万人

50,835

45,522
50,048

21,325
16,546

32,439
27,362

60

50

40

30

20

10

0

（千人）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

休
日

１
月
1
日

年
始（
2
日
〜
4
日
）

年
末（
28
日
〜
31
日
）

平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

休
日
平
日

G
W

花
火
大
会

お
盆

（
G
W
最
大
値
）

休日と平日の差
平均約 6,500人／日

コ
ロ
ナ
禍
直
前
４
年
間
（
２
０
１
６
～
２
０
１
９

年
）の
宮
島
来
島
者
数
に
つ
い
て
月
別
に
見
る
と
、

例
年
５
月
、
８
月
、
11
月
が
多
く
50
万
人
前
後
、
２

月
、
６
月
、
７
月
、
12
月
が
少
な
く
20
万
人
台
と
な

る
傾
向
に
あ
り
、
月
間
値
の
最
大
差
は
約
30
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
日
ご
と
の
来
島
者
数
を
見
る
と
、
年

末
年
始
、
５
月
連
休
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
）、

８
月
の
お
盆
休
み
や
花
火
大
会
等
の
特
定
日
に
来

島
者
が
集
中
し
て
お
り
１
日
５
万
人
を
超
え
る
日

も
あ
り
ま
す
。
特
定
日
を
除
い
た
月
別
平
均
値
を

見
る
と
11
月
が
最
も
多
く
、
年
間
の
休
日
・
平
日

の
差
は
１
日
平
均
約
６
５
０
０
人
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
２
）繁
忙
期
と
閑
散
期
の
比
較

１
コ
ロ
ナ
禍
前
の
宮
島
を
訪
れ
る
観
光
客
の
状
況
の
整
理
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宮島１日あたり来島者　特定日別平均値（2016 年～ 2019 年）
2016 2017 2018 2019 平均

(2016-2019) 備考

1 月 1 日 51,290 50,692 52,081 49,276 50,835 
年始（1/2-4） 30,238 31,473 33,043 35,003 32,439 
GW 25,256 24,664 24,284 35,245 27,362 2019 年は 10 連休
(GW 最大値 ) 42,827 44,303 44,209 50,750 45,522 

花火大会 57,981
(8/11 開催 ) 

47,373
(8/26 開催 ) 中止 44,790

(8/24 開催 ) 50,048 2018 年は西日本豪雨災害の
影響により中止

お盆 23,499 26,637 21,069 14,094 21,325 
年末（12/28-31） 15,688 15,809 16,518 18,169 16,546 

（出典） 廿日市市資料

特定日を除く宮島１日あたり来島者　月別、休日・平日別平均値（2016 年～ 2019 年）

2016 2017 2018 2019 平均
(2016-2019) 平日・休日差

1 月
休日 11,385 11,063 13,229 14,612 12,572 

6,720 
平日 5,222 6,510 5,619 6,059 5,852 

2 月
休日 11,854 14,551 14,062 14,759 13,807 

7,284 
平日 6,164 6,499 6,561 6,868 6,523 

3 月
休日 16,588 19,354 17,370 16,781 17,523 

6,790 
平日 9,639 10,678 10,807 11,809 10,733 

4 月
休日 16,071 18,266 17,757 18,369 17,616 

6,456 
平日 9,423 11,428 10,982 12,808 11,160 

5 月
休日 13,686 15,919 15,027 16,850 15,370 

5,348 
平日 8,842 10,155 10,014 11,076 10,022 

6 月
休日 12,286 13,750 13,108 13,124 13,067 

5,030 
平日 7,253 8,534 7,823 8,538 8,037 

7 月
休日 14,395 14,108 8,914 13,603 12,755 

5,372 
平日 7,487 7,754 6,305 7,984 7,383 

8 月
休日 15,582 19,277 16,258 18,706 17,456 

5,910 
平日 13,100 12,583 9,836 10,666 11,546 

9 月
休日 13,735 14,060 12,945 14,343 13,771 

4,681 
平日 9,043 9,573 8,559 9,184 9,090 

10 月
休日 17,656 16,239 17,490 17,164 17,137 

6,128 
平日 10,739 11,248 10,888 11,162 11,009 

11 月
休日 23,704 25,643 28,335 23,930 25,403 

12,199 
平日 13,351 13,709 13,456 12,301 13,204 

12 月
休日 12,309 12,427 12,877 11,898 12,378 

5,745 
平日 6,449 6,957 6,797 6,329 6,633 

平均値 6,472 

（出典） 廿日市市資料

宮
島
の
１
日
あ
た
り
の
来
島
者
（
特
定
日
及
び
月
別
、
休
日
、
平
日
別
平
均
値
）
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１  

コ
ロ
ナ
禍
前
の
宮
島
を
訪
れ
る
観
光
客
の
状
況
の
整
理
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宮島ルネサンス計画

11 ■ 宮島ルネサンス計画／厳島宣言

2---------------------------------------------------------------------------------------------------------
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

観
光
意
識
・ニ
ー
ズ
の
変
化

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
動
き
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
12

（
２
）
宮
島
来
島
者
数
の
推
移
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
13

（
３
）
国
際
観
光
客
数
の
推
移
見
込
み
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
13

（
４
）
国
内
観
光
客
の
旅
行
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化
 
︙
︙
︙
︙
14

（
５
）
世
界
各
国
の
旅
行
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
15

（
６
）
国
の
方
向
性
・
今
後
の
施
策
ア
イ
デ
ア
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
16

（
７
）
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
整
理
 
︙
︙
︙
︙
17

宮島ルネサンス計画
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

観
光
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
日
本
の
観
光
動
向
に

影
響
し
始
め
た
の
は
２
０
２
０
年
１
月
下
旬
か
ら

で
あ
り
、
３
月
の
全
国
の
学
校
の
臨
時
休
校
、
４

～
５
月
の
全
国
規
模
で
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、
そ

の
影
響
が
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

第
１
回
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
、
Go
To
ト
ラ
ベ

ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
り
、
延
べ
宿
泊
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
11
月
か
ら
感
染
者

数
が
再
拡
大
し
、
２
０
２
１
年
は
長
期
に
渡
っ
て

緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
、
延
べ
宿
泊
者
数
も
伸
び

悩
み
ま
し
た
。

（
１
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
動
き

2

緊急事態宣言
（4/7 - 5/25）

①
緊急事態宣言 
（1/8 - 3/21）

緊急事態宣言 
（4/25 - 9/30）

② ③
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２
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１
日

３
月
１
日

４
月
１
日

５
月
１
日

６
月
１
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

10
月
１
日

11
月
１
日

12
月
１
日

２
月
１
日

１
月
１
日

３
月
１
日

２
月
１
日

１
月
１
日

３
月
１
日

４
月
１
日

５
月
１
日

６
月
１
日

７
月
１
日

８
月
１
日

９
月
１
日

10
月
１
日

11
月
１
日

12
月
１
日
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1400

1600

1800
( 人 )( 人 )

日本全国（左軸）
広島県（右軸）

2022年2021年2020年

第１波

第３波
第２波

第４波
第５波

第６波
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20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

121110987654321121110987654321121110987654321
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2019年 2020年 2021年

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400
（千人泊） （千人泊）全国（左軸）

広島県（右軸）
① ② ③

GoToトラベル
キャンペーン

(7/22) 東京都以外スタート
(10/1) 東京都を対象に追加
(11/24) 感染拡大地域で停止
(12/28) 全国で一時停止

（出典）厚生労働省オープンデータ、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策
　         ※緊急事態宣言の期間は国内での最初の宣言から緊急事態終了までを示しており、その期間中に宣言区域が複数回変更されている。

（出典）宿泊旅行統計（観光庁）、観光庁 WEB サイト

延べ宿泊者数の推移（全国・広島県）

新型コロナウイルス新規感染者数の推移（全国・広島県）及び緊急事態宣言期間
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２
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

宮
島
を
発
着
す
る
各
船
会
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
乗

船
者
数
を
集
計
し
た
「
宮
島
来
島
者
数
」
の
月
別
推

移
を
見
る
と
、
全
国
や
広
島
県
の
延
べ
宿
泊
者
数
の

推
移
と
同
様
に
、
５
月
を
底
と
し
て
11
月
に
か
け
て

回
復
傾
向
が
み
ら
れ
、
第

３
波
の
影
響
で
12
月
は
再

び
減
少
幅
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
の
年
間
値

は
、
前
年
比
52
・
６
％
減

と
な
り
、
全
国
や
広
島
県

の
延
べ
宿
泊
者
数
よ
り
も

大
き
い
減
少
幅
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
２
）宮
島
来
島
者
数
の
推
移

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
国
連
世
界
観
光
機
関
）
で

は
、
２
０
２
１
年
以
降
の
国
際
観
光
客
数
に
つ

い
て
３
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
ま
で
早
期
回

復
シ
ナ
リ
オ
で
も
２
年
半
、

回
復
が
遅
く
な
る
シ
ナ
リ
オ

で
は
４
年
か
か
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
。

（
３
）国
際
観
光
客
数
の
推
移
見
込
み

60.0

39.5
35.8

26.3
23.2

42.1

19.2

49.1

5.4

53.9

5.0

30.2

8.9

29.2

11.7

44.7

16.1

33.2

18.7

40.6

23.1

48.5

37.3
28.3

16.5

（万人）

2019年
同月比

1月
-9.4%

2月
-11.9%

3月
-54.4%

4月
-88.9%

5月
-90.6%

6月
-70.7%

7月
-59.9%

8月
-64.1%

9月
-43.7%

10月
-43.2%

11月
-23.1%

12月
-41.6%

年間値 -52.6％

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

R２（2020）年R1（2019）年

宮島来島者数の推移（2019年と2020年の月別比較）

国際観光客数の推移見込み

（出典）世界観光機関（UNWTO）ホームページ

（出典）廿日市市資料
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観
光
客
視
点
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
国
内
宿
泊
旅
行
の
移
動
手
段

と
し
て
「
自
家
用
車
で
移
動
す
る
旅
行
」
は
時
期
に

関
わ
ら
ず
50
％
以
上
が
希
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
宿
泊
旅
行
の
目
的
と
し
て
「
温
泉
や
露
天
風

呂
」、「
地
元
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
」、「
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
」
等
が
上
位
に
な
っ
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
人
気
の
高
か
っ
た
温
泉
、
グ
ル
メ

に
加
え
て
、「
の
ん
び
り
」
過
ご
す
ニ
ー
ズ
が
増
え

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
求
め
る
こ
と
を
見

て
み
る
と
、
最
も
高
い
の
は
「
従
業
員
が
マ
ス
ク
・

消
毒
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
」、
次
い
で
「
部
屋

の
備
品
（
Ｔ
Ｖ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
充
電
器
な
ど
）
ま

で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
に
、消
毒
が
さ
れ
て
い
る
」、「
個

室
で
の
食
事
」
が
上
位
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
が
必
須
で
あ

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
旅
行
市
場
へ
の
影
響
調
査
」
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
、R2.7.3

）

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る
観
光
客
視
点
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
下
記
参
照
）
に
よ
る
と
、
外
出
自
粛

や
渡
航
制
限
の
解
除
で
や
り
た
い
こ
と
と
し
て
は
、

「
国
内
旅
行
」、「
外
食
」、「
友
人
知
人
に
会
う
」
が

（
４
）国
内
観
光
客
の
旅
行
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

上
位
３
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
、
暮
ら
し
や
心
の
変
化
お
よ
び
旅
行
再

開
に
向
け
て
の
意
識
調
査
（
２
０
２
０
）」
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

総
合
研
究
所
、2020.5.28

）

都
市
部
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
旅
行
と
し
て

半
数
以
上
が
農
山
漁
村
地
域
へ
の
旅
行
意
欲
が
あ

る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。（
株
式
会
社
百
戦
錬
磨
調
査

2020.7.10

）

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
お
よ
び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究

所
は
、
共
同
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
、
暮
ら
し
や
心
の
変
化
お
よ
び
旅
行
再
開
に
向
け
て
の

意
識
調
査
（
２
０
２
０
）」
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
２

年
５
月
に
結
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

２
月
の
感
染
拡
大
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
、
解
除
の

見
通
し
が
立
つ
ま
で
の
間
の
人
々
の
意
識
や
行
動
の
変

化
、
旅
行
意
向
を
追
い
な
が
ら
、
今
後
の
足
元
の
旅
行
回

復
の
動
き
と
、
未
来
の
旅
行
・
観
光
の
あ
り
方
へ
の
影
響

に
つ
い
て
旅
行
者
側
か
ら
探
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
調
査
の
中
で
、「
外
出
自
粛
要
請
が
解
除
さ
れ
た

場
合
に
や
り
た
い
こ
と
」
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
国
内
旅

行
に
行
く
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
１
年
以
内

に
旅
行
を
経
験
し
た
人
の
国
内
旅
行
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

参
考
資
料

● ●
●

●

●
●

●
●

● ● ● ●

●

●

●

特
に
な
い

そ
の
他

ジ
ム
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

海
外
旅
行
に
行
く

屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
ン
プ
、

登
山
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
動

コ
ロ
ナ
の
影
響
前
と
同
じ
よ
う
に

仕
事
・
学
校
に
行
く

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
止
め
て
い
た

趣
味
を
再
開
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

に
行
く

パ
ー
テ
ィ
ー
や
飲
み
会
な
ど
の

集
ま
り

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
に
会
う

（
帰
省
を
含
む
）

デ
パ
ー
ト
や
店
舗
で
の
買
い
物

友
人
知
人
に
会
う

外
食

国
内
旅
行
に
行
く

60.0
(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

全体（N=20000）
1 年以内旅行経験者（N=12356）
1 年以内旅行未経験者（N=7644）40.9 40.5 39.1

27.6

19.9
17.7

14.8
12.5 9.9 9.5 9.2 8.5

3.5

21.5

（出典）新型コロナウイルス感染拡大による、暮らしや心の変化および旅行再開に向けての
意識調査（2020）（JTB、JTB 総合研究所）を基に作成

外出自粛要請が解除された場合にやりたいこと

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
、
暮
ら

し
や
心
の
変
化
お
よ
び
旅
行
再
開
に
向
け
て
の

意
識
調
査
（
２
０
２
０
）（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
）



宮島ルネサンス計画

15 ■ 宮島ルネサンス計画／厳島宣言

２  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）
等
に

よ
る
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
12
地
域
の
海
外
旅
行
経
験
者

を
対
象
と
し
た
調
査
（
以
下
参
照
、
以
降
「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
海
外
調
査
」
と
い
う
）
に
よ
る
と
、
海
外

観
光
旅
行
の
検
討
を
再
開
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て

は
、 「
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
脅
威
が
消
滅
し
て
か
ら
」、「
渡
航
希
望
先
の
安
全

宣
言
後
」、「
自
国
の
出
国
制
限
措
置
の
解
除
後
」
と

い
う
回
答
が
多
く
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
従
前

通
り
に
戻
る
に
は
相
応
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
観
光
旅
行
し
た
い

国
・
地
域
と
し
て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
は
ト
ッ
プ
、

欧
米
豪
で
も
２
位
の
人
気
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
前
か
ら
変
わ
ら
ず
日
本
人
気
は
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
訪

日
旅
行
全
般
に
期
待
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
「
衛
生

面
に
お
け
る
配
慮
、
清
潔
さ
、
消
毒
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
対
策
全
般
の
継
続
」
が
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
と
も
に

ト
ッ
プ
で
あ
り
、
特
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
対

策
全
般
に
対
す
る
期
待
は
高
い
も
の
と
言
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
旅
行
者
の
旅
行
形
態
や

同
行
者
に
関
す
る
意
向
に
も
変
化
を
与
え
て
お
り
、

希
望
す
る
旅
行
形
態
と
し
て
、
所
謂
３
密
が
想
起
さ

（
５
）世
界
各
国
の
旅
行
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

れ
や
す
い
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
（
航
空
券
と
宿

泊
施
設
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
に
食
事
・

観
光
・
添
乗
員
や
現
地
ガ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前
よ
り
も
人
気
が
落
ち
る

一
方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
航
空
券
と

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）は
、
世

界
的
に
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
外
国
人
旅
行
者
の
海
外
旅
行
意
向
に
与
え
た

影
響
を
調
査
す
べ
く
、
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
と
共
同
で
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
12
地
域

の
海
外
旅
行
経
験
者
６
２
６
６
人
を
対
象
と
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
令
和
２

年
６
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
調
査
結
果
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
終
息
後
に

行
き
た
い
場
所
と
し
て
、
ア
ジ
ア
居
住
者
は
過
半
数
が

「
日
本
」
を
、
欧
米
豪
居
住
者
で
は
２
位
に
「
日
本
」
が

入
っ
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

意
向
調
査
（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）

宿
泊
施
設
の
み
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
パ
ッ
ク
旅
行
）

の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

新型コロナの流行終息後に、観光旅行したい国・地域
アジア居住者（n=3,822） 欧米豪居住者（n=1,840）

日本 56% アメリカ 28%

韓国 30% 日本 24%

台湾 23% カナダ 20%

タイ 19% イギリス 19%

シンガポール 17% オーストラリア 17%

オーストラリア 16% フランス 17%

ニュージーランド 15% イタリア 16%

中国本土 14% ドイツ 14%

スイス 12% ニュージーランド 14%

香港 11% その他欧州諸国 13%

マレーシア 11% タイ 12%
（出典）アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査（DBJ・JTBF）

参
考
資
料
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２
０
２
０
年
７
月
23
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た

「
日
本
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０
（
株
式

会
社
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ａ
主
催
）」
に
お
い
て
、
株
式
会

社
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
の
星
野
佳
路
氏
は
『
遠
方
や

海
外
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多
い
「
旅
」
を
、
コ

ロ
ナ
期
の
旅
行
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新
た
な
旅
の
あ

り
方
と
し
て
、
地
元
に
目
を
向
け
て
楽
し
む
「
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
推
進
す
る
』
旨
の
発
言
を
し

て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

同
様
に
「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

W
Am

azing

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
加
藤
史

子
氏
は
『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
は
不
透
明
だ
が
、

地
元
の
人
が
地
域
の
良
さ
を
知
る
良
い
機
会
』
と
発

言
す
る
等
、
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
振
興
の
方
向
性
と
し

て
、
地
域
住
民
が
地
域
を
知
る
良
い
機
会
と
捉
え
、

ま
ず
は
近
距
離
の
旅
行
か
ら
回
復
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
も
、
２
０
２
０
年
６
月
、
７
月
に

開
催
さ
れ
た
観
光
戦
略
実
行
推
進
会
議
に
お
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振
興
の
方
向
性
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
に
よ
る
と
「
我
が
国
の
観
光

は
、
特
定
の
時
期
に
休
暇
取
得
す
る
こ
と
や
、
宿
泊

日
数
が
短
い
こ
と
等
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
伸
び
悩

（
６
）国
の
方
向
性
・
今
後
の
施
策
ア
イ
デ
ア

み
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

社
会
変
化
を
受
け
、
今
こ
そ
休
暇
分
散
に
取
り
組
む

機
会
。」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
日
本
の
観
光
の
課

題
を
改
善
し
て
い
く
機
会
と
捉
え
た
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
滞
在
型
旅
行
等
の
「
新
し
い
旅
行
ス

タ
イ
ル
」
を
推
奨
し
、
そ
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
整

備
や
受
入
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
観
光
戦
略
実
行

推
進
会
議（
第
38
回
）の
観
光
庁
資
料（
下
図
）に
よ
る
と
、

旅
行
消
費
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
世
界
レ

ベ
ル
の
宿
泊
施
設
の
誘
致
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
・
磨
き

上
げ
等
地
域
の
観
光
の
質
の
向
上
を
進
め
る
方
針
を
打
ち

出
す
と
と
も
に
、
休
暇
の
分
散
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
に
向
け
た
方
針
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、リ
ゾ
ー

ト
地
・
温
泉
地
等
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
」

も
の
で
、
休
暇
の
分
散
化
を
進
め
る
た
め
の
新
し
い
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
１
つ
と
し
て
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
滞
在
型
旅
行
が

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
暇
の
分
散
化
と
新
し
い
旅
行
ス
タ
イ
ル
の

普
及
（
観
光
庁
）

（出典）第 38 回観光戦略実行推進会議（2020 年 7 月 27 日開催）資料１：観光庁資料

参
考
資
料
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
急
速
な
変
化

観
光
行
動
の
変
化
（
予
測
）

観
光
の
あ
り
方
の
変
化（
想
定
）

２  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
意
識
・
ニ
ー
ズ
の
変
化

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
各
種
調
査
結
果
等
を
基
に
、

コ
ロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
整
理
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

急
速
な
進
展
に
端
を
発
し
、
様
々
な
観
光
行
動
の
変

化
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
観
光
の
あ

り
方
も
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

（
７
）コ
ロ
ナ
後
の
観
光
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
整
理❷

個
人
化
・
個
別
化

・
個
人
旅
行
、
個
室
飲
食
、
個
別
移

動
等
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
、
多
様

な
個
人
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化

・
従
来
型
の
観
光
（
団
体
旅
行
）
か

ら
の
シ
フ
ト
が
必
要

❸
情
報
通
信
の
活
用
高
度
化

・
旅
行
に
行
け
な
い
、
旅
行
に
来
て

も
ら
え
な
い
状
況
の
中
で
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
が
進
化

・
５
Ｇ
の
進
展
に
伴
い
、
世
界
中
が

超
高
速
・
超
低
遅
延
で
繋
が
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
個
人
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
世
界
と
繋
が
る

❹
観
光
需
要
の
平
準
化

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
進
展
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
期
待
の
高
ま
り

・
混
雑
回
避
の
た
め
閑
散
期
・
平
日

需
要
の
増
加

・
脱
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
コ
ロ
ナ
後
も
地
方
・
平
日
・
長
期

滞
在
ニ
ー
ズ
が
定
着

❺
人
的
資
源
・
連
携
重
視

・
個
別
の
„
つ
な
が
り
＂
に
よ
る
観

光
行
動
誘
発
の
活
発
化

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
可
能
な
外
国

人
人
材
の
活
用
（
外
国
人
人
材
の

雇
用
促
進
）

・
事
業
者
や
地
域
と
の
繋
が
り
＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
重
視

❻
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

・
観
光
客
も
地
域
へ
の
愛
着
が
増
し
、

関
係
人
口
化
す
る
こ
と
で
誰
で
も

情
報
発
信
側
へ

・
地
元
産
品
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
地

産
地
消
の
推
進
、
地
域
内
経
済
循

環
の
創
出

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
地

域
教
育
の
重
要
性
の
拡
大

❼
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

・
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
観
点
に
即
し
た
地
域
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
観
光
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
観
光
、
リ

ジ
ェ
ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ト
ラ
ベ
ル
（
再

生
型
の
観
光
）
重
視

・
観
光
客
も
環
境
保
護
へ
の
責
任
を

持
つ
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
進
展

❶
観
光
の
デ
ジ
タ
ル
化

・
混
雑
の
見
え
る
化
、
非
接
触
が
必

要
と
い
う
状
況
の
中
で
デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
展

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
顧
客
管
理
、

現
地
情
報
提
供
、
決
済
、
交
通
、

宿
泊
、
物
販
、
飲
食
な
ど
、
観
光

の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
の
デ
ジ
タ
ル

化
＝
観
光
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
視

点
が
不
可
欠

・
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）
を
活

用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

等
、
新
た
な
技
術
・
手
法
を
用
い

た
観
光
振
興
へ
の
対
応
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3---------------------------------------------------------------------------------------------------------

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の

全
体
方
針

（
１
）
廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
の
内
容
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
20

（
２
）
基
本
方
針
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
21
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宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
全
体
方
針

（
１
）廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
の
内
容

3

移住者増
観光振興により期待される移住者の増加

雇用増 受入体制整備 企業立地増

資源発掘、ニーズ把握、プロモーション、
受入環境整備、観光推進体制整備　など

観光施策観光施策観光施策
定住施策
・就労・雇用
・住宅
・教育・子育て
・医療・福祉
・生活環境　など

来
訪
者
・
観
光
客

リ
ピ
ー
タ
ー
、フ
ァ
ン

未
訪
問
者

また行きたい 住みたい行ってみたい

地域住民の
活力向上
（活性化）

地域外からの
外貨獲得
（産業化）

来訪者の
イメージ向上
（ブランド化）

経済経済
循環循環
経済経済
循環循環

住んで住んで
よしよし
住んで住んで
よしよし

訪れて訪れて
よしよし
訪れて訪れて
よしよし

住民の
愛着・誇り等
意識向上

税収増
観光産業増

来訪者増
リピーター増
ファン獲得

観光客の廿日市市への関わりの変化 移
住
者
・
定
住
者

移
住
者
・
定
住
者

現
行
の
観
光
振
興
基
本
計
画
（
２
０
１
５
年
度
～

２
０
２
４
年
度
）
で
は
、
地
域
内
の
消
費
増
加
（
地

域
外
貨
獲
得
）、
地
域
住
民
の
活
力
向
上
（
住
ん
で

よ
し
）、
地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
の
イ
メ
ー
ジ
向
上

（
訪
れ
て
よ
し
）
を
図
る
も
の
で
あ
り
、「
廿
日
市
市

を
訪
問
し
た
観
光
客
か
ら
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン

を
獲
得
し
、
将
来
的
に
廿
日
市
市
へ
の
移
住
を
検

討
・
実
践
す
る
人
の
増
加
を
目
指
す
」
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、
基
本
計
画
に
想
定
し
て
い
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た

宮
島
の
「
再
生
・
復
興
」
の
た
め
策
定
す
る
も
の
で

す
が
、
現
行
の
計
画
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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３
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
全
体
方
針

3つの方針と６つの方策

コロナ前の宮島の状況
　　　　　・外国人観光客の急増
　　　　　・オーバーツーリズムの状況

コロナ後の観光を取り巻く状況変化
　　　　・デジタル化の急速な進展
　　　　・持続可能な観光への転換

コロナ禍による観光ニーズの変化に対応し、デジタル技術も活用しな
がら、自然や歴史をゆったりと楽しめる快適な宮島を創出することに
より、観光客、地域環境、地域経済の「三方よし」を目指します。

三方よし
厳島宣言

コ
ロ
ナ
禍
直
前
に
は
年
間
４
５
０
万
人

を
越
え
る
来
島
者
を
迎
え
て
い
た
宮
島
に

お
い
て
は
、
観
光
客
が
集
中
す
る
特
定
日

な
ど
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
客

が
多
す
ぎ
て
住
民
生
活
に
影
響
が
出
る
状

態
）
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
基
本
方
針

は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
三
方

よ
し　

厳
島
宣
言
」
を
掲
げ
、
混
雑
緩
和
、

平
日
の
観
光
客
数
増
加
等
、
宮
島
を
快
適

に
過
ご
せ
る
取
組
を
進
め
つ
つ
、
世
界
遺

産
の
自
然
や
歴
史
を
保
全
・
継
承
し
、
観

光
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
、
観
光
客
、

地
域
環
境
、
地
域
経
済
の
「
三
方
よ
し
」

を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）基
本
方
針

混雑が少なく快適に観光が楽し
める環境を創出し満足度

を高めます。

Ⅰ 観光客の
満足度・快適性向上

宮島の自然・歴史を
守り、持続可能な
観光振興を図り
ます。

Ⅱ 自然・歴史の
     保全・継承

廿日市市全体の観
光関連産業が一体
となって消費増・
観光振興を図り

ます。

Ⅲ 一体的な
観光推進

観光客よし

 地域経済よし 地域環境よし

❶

歴史・文化体験、アドベンチャーツー
リズム、エコツーリズム、IT 技術を
使った観光、修学旅行等研修プログ
ラム、SNS 等での情報発信、
海外向け情報発信　等

いろいろ楽しい宮島を創り出す
コロナ後のコンテンツの充実・発信

❷

分散型イベント、多様な時間帯の
魅力発信、平日需要喚起、デジタル
技術を用いた混雑緩和　等

いつでも快適な宮島を創り出す
分散型観光の推進

❸

神事・祭事の継続、歴史的
建造物や自然歩道等の保
守、観光客の行動基準の策
定、レスポンシブルツーリ
ズム（責任ある観光）の徹底、
宮島訪問税の活用　等

宮島の価値をみんなで守る
宮島の価値の保全

❹

宮島に関する情報のアーカイブ
作成、ガイドの充実、デジタル
技術を活用した情報提供、おも
てなし、コアファン獲得　等

宮島の価値を共有し、伝える
宮島の価値の継承

❺

デジタル化支援、人材育成、
雇用確保、従業員支援、イン
バウンド対応支援　等

強い観光産業を育てる
観光産業の振興・育成

❻

DMO 設立、DMC 機能の
拡充、観光客の動向やニー
ズ等の把握、ビッグデータ
の収取・活用、地域内経済
循環の推進　等

地域が一体となって取り組む
観光推進体制の整備

方策
方針

3つの方針3つの方針

コロナ禍による観光ニーズの変化に対応し、デジタル技術も活用しな
がら、自然や歴史をゆったりと楽しめる快適な宮島を創出することに
より、観光客、地域環境、地域経済の「三方よし」を目指します。

厳
島
宣
言
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4---------------------------------------------------------------------------------------------------------

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の

具
体
的
方
策

　
（
方
策
１
）
コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
・
発
信
 ︙
︙
︙
︙
24

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.
コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
事
業

イ
.
ま
な
び
の
島
宮
島
創
出
事
業

ウ
.「
宮
島
復
活
」
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

エ
.
上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
創
出
事
業

　
（
方
策
２
）
分
散
型
観
光
の
推
進
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
29

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
用
い
た
混
雑
緩
和
・
快
適
性
向
上
事
業

イ
.
閑
散
期
や
朝
・
夜
等
の
積
極
的
な
受
入
拡
大
事
業

　
（
方
策
３
）
宮
島
の
価
値
の
保
全
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
32

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.「
み
ん
な
で
守
る
宮
島
」
推
進
事
業

イ
.
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
事
業

　
（
方
策
４
）
宮
島
の
価
値
の
継
承
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
35

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.
全
島
博
物
館
実
現
化
事
業

イ
.
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　
（
方
策
５
）
観
光
産
業
の
振
興
・
育
成
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
38

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
事
業

イ
.
観
光
人
材
育
成
事
業

　
（
方
策
６
）
観
光
推
進
体
制
の
整
備
 ︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
︙
41

︻
具
体
的
事
業
︼

ア
.
D
M
O
設
立
事
業

イ
.
観
光
産
業
に
お
け
る
地
域
内
経
済
循
環
促
進
事
業
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4

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
事
業・

上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
創
出

・
国
内
在
住
外
国
人
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

・
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

・
大
鳥
居
修
復
完
了
時
・
宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
工
事
完
了
時
の
復
活
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

・
国
内
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
、

・
周
年
事
業
（
世
界
遺
産
30
周
年
等
）
の
準
備
、
実
施

コ
ロ
ナ
後
の
ニ
ー
ズ
変
化
に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
・
情
報
発
信
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
楽
し
い
宮
島
を
創
り
出
す

ウ
．「
宮
島
復
活
」プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

エ
．上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
創
出
事
業

〈
関
連
事
業
〉

（
方
策
４
）

○
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業

（
方
策
５
）

○
観
光
産
業
の
生
産

性
向
上
事
業

（
方
策
２
）

○
閑
散
期
や
朝・夜
等

の
積
極
的
な
受
入

拡
大
事
業

（
方
策
３
）

○「
み
ん
な
で
守
る

  

宮
島
」
推
進
事
業

イ
．ま
な
び
の
島
宮
島
創
出
事
業

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策

コ
ロ
ナ
後
の
宮
島
観
光
は
、
観
光
客
数
の
増
加
と

い
う
「
量
の
拡
大
」
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
観
光

消
費
額
の
増
大
、
観
光
客
の
満
足
度
の
向
上
と
い
う

「
質
の
向
上
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
求
め
ら
れ
て
い
る
「
密
」
を
回
避
す

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
や
、
急
速
に
進

展
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
新
た
な
観
光
ス
タ

イ
ル
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
り
、
国
内
外
に

向
け
て
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

具
体
的
な
コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
、
登
山
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
等
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
及
び
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
、
Ｖ
Ｒ
⁄

Ａ
Ｒ
を
活
用
し
た
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
等
の
開
発
を
進
め
、
地
域
雇
用
に
つ
な
が
る
「
稼

げ
る
」
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
後
の
国
内
観
光
の
復
活
や
訪
日
外

国
人
観
光
客
の
回
復
等
が
期
待
さ
れ
る
中
、
嚴
島
神

社
大
鳥
居
の
修
復
工
事
完
了
ま
で
は
国
内
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
注
力
し
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
並
行

（
方
策
１
）コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実・発
信

し
て
進
め
、
海
外
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

・
登
山
、
自
然
散
策
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
情
報
収
集
、
ツ
ア
ー
商
品
造
成
支
援

・
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
（
Ａ
Ｒ
/
Ｖ
Ｒ
等
活
用
、
事
前
学
習
）

・
修
学
旅
行
・
研
修
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

展
開
・
発
信

展
開
・
発
信

発信発信

理
念
共
有

理
念
共
有

収
益
化

収
益
化

平日需要創出平日需要創出
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ア
．コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
拡
充
事
業

①
安
全
・
安
心
な
観
光
地
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
安
全
で
安
心
な
旅
の
ス
タ

イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
観
光
庁
に
お
い
て
も

「
安
全
で
安
心
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
普
及
事
業
」
と

し
て
感
染
拡
大
防
止
策
の
強
化
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

期
に
も
必
要
な
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
施
設
整
備

等
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
な
旅

行
地
づ
く
り
に
向
け
た
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
は
不
特
定
多
数
の
観
光
客
が
一
緒
に

行
動
す
る
旅
行
形
態
を
避
け
る
傾
向
に
な
る
と

想
定
さ
れ
、
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
の
転
換

が
更
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。Ｆ
Ｉ
Ｔ（Free 

Independent Traveler/Tourist

：
個
人
観
光
客
）

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者

の
情
報
を
収
集
・
整
理
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

旅
行
者
が
地
域
独
自
の
自
然
や
地
域
の
あ
り
の

ま
ま
の
文
化
を
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
体
験

し
、
旅
行
者
自
身
の
自
己
変
革
・
成
長
の
実
現
を

目
的
と
す
る
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

【
具
体
的
事
業
】

と
い
う
旅
行
形
態
（
参
考
事
例
参
照
）
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
山
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
等
、
山
、

海
を
使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
可
能
な
宮
島

に
お
い
て
、
高
単
価
・
長
期
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

③
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
新
た
な
観
光
体
験
創
出

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
非
接
触
ニ
ー
ズ
等
を
背
景

に
急
速
に
進
展
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
や
Ａ
Ｒ
/
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
た
体
験

事
業
、
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
等
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い

た
新
た
な
観
光
体
験
創
出
を
進
め
ま
す
。

地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
造
成
等
事
業
（
２
０
２
１
年
度
：
中
国
運
輸
局
）

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
で
は
、「
令
和
３
年
度
地
域
の
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
Ａ
Ｔ
）

の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
造
成
等
事
業
」
と
し
て
、
広
島
市
湯
来
地
区
を

中
心
と
し
て
廿
日
市
市
、
江
田
島
市
を
巡
る
「
水
と
平
和
の
源
流

を
巡
る
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
造
成
事
業
」
を
実
施
し
た
。
２
０
２
１
年

10
月
に
実
施
し
た
外
国
人
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
湯
来
地
区
か
ら

江
田
島
、
宮
島
、
広
島
市
内
を
巡
る
１
週
間
の
行
程
で
実
施
さ
れ
、

江
田
島
か
ら
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
で
宮
島
へ
渡
り
、
弥
山
に
登
る
等
、

宮
島
の
自
然
を
体
感
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
〟ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
〝
と

い
う
言
葉
か
ら
、
強
度
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
主
目
的
と

す
る
と
連
想
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
近
年
は
ハ
ー
ド
な
も
の
よ

り
、
む
し
ろ
散
策
や
文
化
体
験
等
の
ソ
フ
ト
で
簡
易
な
も
の
が

主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
旅
行
者
の
特
徴
と
し
て
、
教

育
水
準
の
高
い
富
裕
層
の
割
合
が
高
く
、
平
均
で
14
日
間
と
長

期
の
滞
在
を
好
み
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ギ
ア
（
用
具
、
装
備
）
に
も

こ
だ
わ
る
層
が
多
い
こ
と
か
ら
、経
済
波
及
効
果
が
高
く
、北
米・

欧
州
・
南
米
の
主
要
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
市
場
を
除
く

海
外
で
の
消
費
額
の
み
で
推
計
６
８
３
０
億
ド
ル（
76・５
兆
円
）

の
経
済
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
旅
行
者
の
旅
行
目

的
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
魅
力
そ
の
も
の
は
も

ち
ろ
ん
、
旅
行
者
が
Ａ
Ｔ
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
然
・
社
会
環

境
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
地
域
住
民
の
雇
用
・
所
得
向
上

に
貢
献
で
き
る
か
と
い
っ
た
視
点
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、
従
来

の
旅
行
と
は
違
っ
た
観
点
で
構
築
さ
れ
た
質
の
高
い
旅
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
、
１
週
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
３
泊
４
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
造
成
・
販
売
を
予
定
し
て
お
り
、
宮
島
に
お
け
る
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
提
供
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
）一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
、
地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
を
活
用
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
会
資
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湯
来
観
光
地
域
づ
く
り
公
社
作
成
）

参
考
資
料

４  

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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イ
．ま
な
び
の
島
宮
島
創
出
事
業

①
探
求
型
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
修
学

旅
行
誘
致

コ
ロ
ナ
後
の
宮
島
に
お
け
る
消
費
拡
大
、
滞
在

延
長
を
促
す
た
め
、
修
学
旅
行
や
研
修
等
の
「
ま

な
び
」
に
着
目
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
を
図
り

ま
す
。

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
修
学
旅
行
は
「
自

ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
」
を
育
て
る
探
究
型
学
習

の
取
り
組
み
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
と
修
学
旅
行
を
組
み
合
わ
せ
た
「
深

い
学
び
」
の
実
現
が
学
校
側
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料
等
を
活
用

し
、
宮
島
の
歴
史
や
自
然
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
事
前
学
習
の
実
施
（
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
、
体

制
整
備
）、
海
岸
清
掃
や
登
山
道
整
備
な
ど
地
域

の
環
境
保
全
に
役
立
つ
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、

「
平
清
盛
」「
毛
利
元
就
」「
宮
島
の
地
質
」「
宮
島

町
家
の
形
成
」「
ス
ナ
メ
リ
の
生
態
」「
社
寺
の
歴

史
」
等
、
宮
島
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
複
数
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
ら
学
ぶ
ツ
ー
ル
（
モ
バ
イ
ル

端
末
等
を
用
い
た
学
習
支
援
ツ
ー
ル
等
）
の
開
発

等
に
よ
り
、
探
求
型
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

観
光
地
を
創
出
し
ま
す
。

修
学
旅
行
誘
致
に
際
し
て
は
、
既
に
取
組
を
進

め
て
い
る
廿
日
市
教
育
旅
行
受
入
推
進
協
議
会

（
廿
遊
会
）
を
中
心
に
展
開
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
等
コ
ロ
ナ
後
の
修
学
旅
行
誘
致
に

必
要
な
視
点
や
取
組
に
つ
い
て
事
業
者
向
け
の

研
修
を
実
施
す
る
等
、
事
業
者
の
意
識
啓
発
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
広
島
市
の
平
和
記
念
資

料
館
と
合
わ
せ
て
宮
島
を
訪
れ
る
修
学
旅
行
が

多
い
こ
と
か
ら
、
広
島
市
と
連
携
し
た
誘
客
を
進

め
ま
す
。

②
人
材
育
成
研
修
・
企
業
研
修
の
誘
致

コ
ロ
ナ
禍
で
は
企
業
の
働
き
方
に
も
変
化
が
あ

り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
出
勤
せ
ず
自
宅
等
で
仕

事
を
行
う
形
態
）
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
仕
事

（
ワ
ー
ク
）
と
余
暇
（
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
合
わ

せ
た
造
語
で
あ
り
余
暇
滞
在
先
で
仕
事
を
行
う

形
態
）
と
い
っ
た
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
中
心
に
地
方
へ
の

企
業
移
転
の
動
き
が
見
ら
れ
た
り
、
大
学
生
の
地

域
課
題
研
修
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
宮
島
及
び
宮
島
口
エ
リ
ア
の
宿

泊
施
設
に
お
い
て
、
平
日
の
宿
泊
利
用
促
進
に
向

け
て
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
対

応
プ
ラ
ン
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
２
～
５
日
間

程
度
の
人
材
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

企
業
や
大
学
の
人
材
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

の
宮
島
エ
リ
ア
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

参
考
資
料

人
材
育
成
研
修
「
厳
島
五
日
研
修
」
の
実
施

■
実
施
概
要

・
企
業
の
中
堅
人
材
育
成
（
30
代
）、
10
名
程
度
／
回

・
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
力
、
地
域
課
題
解
決
力
を
学
ぶ
５
日
間

  （
月
～
金
）

・
宮
島
・
宮
島
口
エ
リ
ア
の
宿
泊
施
設
に
連
泊

・
１
日
２
時
間
程
度
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
時
間
を
提
供
し
つ
つ
、

   

現
地
研
修
を
実
施

・
メ
ン
タ
ー
（
ス
ル
ー
ガ
イ
ド
）
が
全
行
程
に
同
行

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
例

〈
１
日
目
〉
月
曜
日
：
参
加
者
同
士
の
交
流

 

・
午
後
に
宮
島
到
着
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

 
  

共
同
調
理

〈
２
日
目
〉
火
曜
日
：
地
域
課
題
把
握

 

・
座
学
＋
宮
島
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

〈
３
日
目
〉
水
曜
日
：
共
同
学
習

 

・
座
学
＋
厳
島
神
社
参
拝
・
宮
島
歴
史
散
策

〈
４
日
目
〉
木
曜
日
：
チ
ー
ム
で
の
達
成
感
の
共
有

 

・
弥
山
登
山
又
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る
無
人
島
上
陸

〈
５
日
目
〉
金
曜
日
：
目
標
達
成
度
の
確
認

 

・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
、
個
別
学
習
内
容
の
発
表

人
材
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
イ
メ
ー
ジ

国
内
の
企
業
へ
の
打
診
、
宮
島
研
修
を
行
う

企
業
グ
ル
ー
プ
の
形
成

企
業
側
の
効
果
：
中
堅
人
材
の
育
成
、
地
域
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス

の
発
案
、
異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

宮
島
エ
リ
ア
の
効
果
：
平
日
宿
泊
需
要
創
出
、
地
域
課
題
へ
の
関
心
増
、

宮
島
サ
ポ
ー
タ
ー
人
材
の
獲
得
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ウ
．﹁
宮
島
復
活
﹂プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

①
ル
ネ
サ
ン
ス︵
再
興
︶プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、
Go
To
ト
ラ
ベ
ル
事
業
等
、

国
を
挙
げ
て
観
光
需
要
創
出
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
国
の
動
き
に
合

わ
せ
た
誘
客
促
進
策
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
の
宮
島
の
観
光
再
興
へ
の
転
換
点
と
し

て
、
嚴
島
神
社
大
鳥
居
の
保
存
修
理
工
事
終
了

時
、
ま
た
宮
島
口
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
整

備
完
了
時
を
設
定
し
、
宮
島
の
「
再
興
期
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
情
報
発
信
を
戦
略

的
に
行
い
ま
す
。

具
体
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
は
、

国
内
メ
デ
ィ
ア
の
招
聘
や
タ
イ
ア
ッ
プ
番
組
制

作
支
援
、
首
都
圏
や
関
西
圏
等
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
等
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
旅
行
会
社

や
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
旅
行
商
品
造
成
等
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
毎
に
複
数
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
多

様
な
展
開
を
行
い
ま
す
。

②
口
コ
ミ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
つ
い
て
は
、
友
人
・
知
人
の
口

コ
ミ
を
得
る
、
タ
グ
に
よ
り
気
に
な
る
写
真
や
動

画
を
得
る
等
、
旅
行
者
の
情
報
収
集
ツ
ー
ル
と
し

て
急
速
に
利
用
が
増
加
し
て
お
り
、
旅
行
者
自
ら

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
に
よ

る
効
果
的
な
情
報
発
信
や
、
廿
日
市
市
周
辺
に
在

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
イ
メ
ー
ジ

参
考
資
料

住
す
る
地
元
住
民
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
を

促
す
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

旅
行
に
お
け
る
情
報
収
集
手
段
の
変
化

参
考
資
料

（出典）株式会社ＪＴＢニュースリリース（2021/04/09）

コロナ禍の減少

反動増
大鳥居保存修理完了時
復活プロモーション

廿日市市による
キャンペーン

GoTo事業等
国・県による
需要喚起策の活用

R4年 R5年

●

●

●

●

● ● ● ●
● ● ● ●

● ● ●

●

●

企
業
の
公
式
　
　・ブ
ロ
グ
な
ど

S
N
S

旅
行
情
報
の
メ
デ
ィ
ア
・

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

旅
行
会
社
や
施
設
な
ど

か
ら
の
メ
ル
マ
ガ
・
D
M

そ
の
他

個
人
の
　
　
　・
ブ
ロ
グ
な
ど

S
N
S

観
光
協
会
な
ど
の
サ
イ
ト

旅
行
会
社
の
店
舗
で
相
談
す
る

旅
行
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
番
組

友
人
・
知
人
か
ら
の

お
す
す
め
、
体
験
談
な
ど

オ
ン
ラ
イ
ン
専
門
の

宿
泊
予
約
サ
イ
ト

航
空
・
鉄
道
・
バ
ス
な
ど

交
通
会
社
の
サ
イ
ト

旅
行
比
較
サ
イ
ト

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・

旅
行
雑
誌
な
ど

旅
行
会
社
の
サ
イ
ト

ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど

宿
泊
施
設
の
サ
イ
ト

直近の旅行の行先を決めるきっかけになった情報
全体
直近の旅行が2019年の人（704）
直近の旅行が2020年の人（1297）

（JTB）（%）
30

25

20

15

10

5

0

28.6

18.4

10.2
7.3

4.0 3.8

3030

3.3 3.1 2.1 2.0 1.8 1.6 0.9 0.7 0.6

11.2

コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
、
国
や
県
に
よ
る
需
要
喚
起
策
に

よ
り
反
動
増
が
予
想
さ
れ
、
宮
島
に
も
多
く
の
観
光
客

が
戻
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
︒
本
市
と
し
て
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
国
・
県
に
よ
る
需
要
喚
起
策
終
了
後
、

大
鳥
居
保
存
修
理
工
事
終
了
時
に
注
力
し
ま
す
︒

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
２
０
２
１
年
３
月
に
「
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
„情
報
“に
対
す
る
意
識
と

旅
行
」
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
に
お
い
て
、

直
近
の
旅
行
の
行
先
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
情
報
に
つ
い
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、全
体
で
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
専
門
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）

（
28・６
%
）」、「
友
人
知
人
か
ら
の
お
す
す
め
・
体
験
談
な
ど（
18・４
%
）」、

「
旅
行
会
社
の
サ
イ
ト（
10
・
２
%
）」が
多
い
結
果
で
し
た
︒

４
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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エ
．上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
創
出
事
業

①
上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
で
す
が
、
令
和
５
年
度
以
降
に
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
回
復
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
回
復
前
か

ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
進
め
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は

欧
州
・
北
米
・
豪
州
（
欧
米
豪
）
を
設
定
し
、
宮
島

エ
リ
ア
で
の
宿
泊
増
、
滞
在
時
間
増
に
向
け
て
、
自

然
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中
心
に
英
語
対
応
可
能
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
ま
す
。特
に
、瀬
戸
内
海
ク
ル
ー

ズ
乗
船
客
や
訪
日
富
裕
旅
行
者
（
観
光
庁
で
は
訪
日

旅
行
で
着
地
１
０
０
万
円
以
上
消
費
す
る
旅
行
者
と

整
理
）
等
、
上
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
富
裕
層
の

来
島
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
既
存
の
富

裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
と
連

携
し
、
上
質
な
宿
泊
施
設
の
開
発
等
、
富
裕
層
向
け

コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
案
内
所
の
外
国
人
対
応
設
備
（
窓

口
応
対
用
多
言
語
翻
訳
ツ
ー
ル
、
案
内
マ
ッ
プ
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
）
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
案
内
標
識
の
整
備
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
、

免
税
対
応
、
無
料
Wi-

Fi
環
境
の
整
備
、
観
光
案
内

所
の
整
備
改
良
等
、
観
光
地
で
の
周
遊
・
観
光
消
費

の
増
加
を
促
す
仕
組
み
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
主
に
ア
ジ
ア
圏
か
ら
広

島
空
港
へ
の
直
行
便
は
休
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
広

島
空
港
民
営
化
後
の
積
極
的
な
直
行
便
誘
致
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
広
島
へ
の
来
訪
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
台
湾
、
香
港
、
中
国
、
韓
国
等
の
直

行
便
就
航
地
を
中
心
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
タ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
広
島
空
港
へ
の
直
行
便
の
復
活
が
期
待
さ
れ
、

広
島
広
域
都
市
圏
と
連
携
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
成

や
、
冬
季
の
ス
キ
ー
場
へ
の
来
訪
を
促
す
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
誘
客
を
図
り
ま
す
。

欧
・
米
・
豪
等
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
の
周
遊
範

囲
は
日
本
人
に
比
べ
る
と
広
く
、
広
域
的
な
連
携
の

も
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、観
光
庁
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ（
日
本
政
府
観
光
局
）、
広

島
県
観
光
連
盟
、
せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
等
、
広
域
的
な

組
織
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
令
和
６
年
度
に
は
モ
ン・
サ
ン
=
ミ
ッ
シ
ェ
ル

と
の
観
光
友
好
都
市
提
携
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
周
年
事
業
の
実
施
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
海
外
へ
の
口
コ
ミ
発
信
を
期

待
し
、
国
内
在
住
外
国
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

誘
客
（
国
内
在
住
外
国
人
対
象
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

や
各
地
の
在
住
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け
た

﹁
上
質
な
宿
泊
施
設
の
開
発
促
進
事
業
﹂︵
観
光
庁
︶

参
考
資
料

観
光
庁
で
は
２
０
３
０
年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

６
０
０
０
万
人
、
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
15
兆
円
な
ど
の

目
標
達
成
に
向
け
、
観
光
先
進
国
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
特
に
上
質
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
こ
れ
に
相
応
な
対
価
を
払
う
旅
行
者
の
訪
日
促
進
を
重
要

な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

「
上
質
な
宿
泊
施
設
の
開
発
促
進
事
業
」
は
、
こ
う
し
た
旅
行

者
の
訪
日
や
滞
在
の
促
進
に
向
け
、
上
質
な
宿
泊
施
設
の
誘
致

に
意
欲
的
な
自
治
体
等
の

公
募
と
、
宿
泊
施
設
運
営

会
社
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
等

を
引
き
合
わ
せ
る
場
を
提

供
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
後
の
普
及
と
展

開
に
繋
げ
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
の
公
募

に
お
い
て
、
廿
日
市
市
を

含
む
全
国
で
10
の
自
治
体

が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
事
業
を
進
め
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
出
典
）
観
光
庁

情
報
提
供
等
）
を
進
め
、
安
心
・
安
全
の
取
り
組

み
状
況
や
各
地
の
コ
ン
テ
ン
ツ
情
報
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
母
国
語
で
の
情
報
発
信
を
促
す

と
と
も
に
、
宮
島
、
廿
日
市
市
に
興
味
あ
る
外
国

人
を
対
象
と
し
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
何
度
も

訪
れ
て
頂
け
る
よ
う
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

事業スキーム
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コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
は
過
去
最
高
の

４
６
５
万
７
千
人
の
来
島
者
数
が
あ
り
ま
し
た
が
、

島
内
が
混
雑
し
、
観
光
客
の
満
足
度
の
低
下
が
見

ら
れ
る
状
況
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
、

宮
島
観
光
協
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
混

雑
状
況
発
信
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

後
に
お
い
て
は
観
光
客
の
混
雑
回
避
ニ
ー
ズ
が
更

に
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
用
い
た
混
雑

緩
和
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・

現
地
型
の
情
報
収
集
手
法
が
広
ま
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
ビ
ー
コ
ン
検
知
に
よ
る

プ
ッ
シ
ュ
配
信
や
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
上
の
デ
ー

タ
の
充
実
、
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
等
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
の
提
供
、
移
動
手
段

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、国
に
お
い
て
も
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の
「
新

し
い
観
光
」
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
日
本
の
観
光
の
課

題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
休
暇
の
分
散
化
に
つ
い

て
施
策
が
展
開
さ
れ
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
閑
散

期
や
朝
・
夜
等
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
積
極
的
な

展
開
や
、
平
日
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
来
訪
時
期
の
平
準
化
を
図
り
ま
す
。

（
方
策
２
）分
散
型
観
光
の
推
進

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
用
い
た
混
雑
緩
和
・
快
適
性
向
上
事
業

②
混
雑
情
報
の
発
信

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
プ
ッ
シ
ュ
配
信
、
Ａ
Ｒ
看
板
等
に
よ
る
混
雑
状
況
の

可
視
化
、
混
雑
回
避
策
の
提
案

（
方
策
６
）

○
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
事
業

（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

構
築
）

イ
．閑
散
期
や
朝
・
夜
等
の
積
極
的
な
受
入
拡
大
事
業

島
内
の
混
雑
を
緩
和
し
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、

い
つ
で
も
快
適
な
宮
島
を
創
り
出
し
、
閑
散
期
や
平
日
の
来
島
者
数
を
増
や
す

〈
関
連
事
業
〉

①
閑
散
期
や
朝
・
夜
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

・
朝
・
夜
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
実
施
、
閑
散
期
イ
ベ
ン
ト
、
花
火
打
ち
上
げ
の
分
散

開
催

②
平
日
需
要
創
出

・
平
日
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
平
日
需
要
創
出
等

（
方
策
５
）

○
観
光
人
材
育
成

（
方
策
１
）

○
ま
な
び
の
島
宮
島

創
出
事
業

閑
散
期
閑
散
期

需
要
拡
大

需
要
拡
大

平
日
雇
用
拡
大

平
日
雇
用
拡
大

正
規
雇
用
増

正
規
雇
用
増

①
混
雑
状
況
の
把
握
・
デ
ー
タ
収
集

・
混
雑
状
況
の
把
握
（
人
流
セ
ン
サ
ー
等

の
設
置
）

デ
ー
タ
デ
ー
タ

収
集
収
集

４  

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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ア
．デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
用
い
た
混
雑
緩
和・

    
快
適
性
向
上
事
業

①
混
雑
状
況
の
把
握
・
デ
ー
タ
収
集

宮
島
観
光
協
会
が
運
営
し
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
混
雑
解
消
に
向
け
た
情
報
を

集
約
し
て
お
り
、
特
に
国
内
観
光
客
に
向
け
て
必

要
な
情
報
を
、
旅
行
の
前
に
把
握
で
き
る
よ
う
発

信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

混
雑
回
避
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
道
路
や
駐
車
場
、

商
店
街
等
に
人
流
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
等
を
設

置
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
宮
島
口
・
宮

島
地
域
内
の
混
雑
状
況
を
可
視
化
す
る
取
組
を

進
め
ま
す
。

②
混
雑
情
報
の
活
用

収
集
し
た
混
雑
情
報
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
プ
ッ

シ
ュ
配
信
、
Ａ
Ｒ
看
板
の
設
置
等
に
よ
り
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
混
雑
状
況
の
可
視
化
を
行
い
、
混

雑
回
避
策
の
提
案
を
行
う
こ
と
に
よ
り
混
雑
回

避
に
繋
げ
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
の
急
拡
大
時

に
は
、
警
備
や
誘
導
人
員
の
確
保
や
案
内
板
の

整
備
等
、
観
光
客
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
り
観
光
地
と
し
て
の
信
頼
度
を

高
め
ま
す
。

【
具
体
的
事
業
】

混
雑
が
予
測
さ
れ
る
施
設
で
は
、
事
前
の
日

時
指
定
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
す
る
仕
組
み
を

導
入
す
る
等
、
時
間
帯
を
区
切
っ
て
入
場
者
数

宮
島
観
光
協
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
混
雑

回
避
情
報
提
供

参
考
資
料

「
宮
島
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
観
光
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

（
代
表
企
業
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
広
島
支
店
）
で
は
、
広

島
県
の
「
ひ
ろ
し
ま
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
事
業
を
活
用

し
、
２
０
１
８
～
２
０
２
０
年
度
の
３
か
年
に
渡
り
、

観
光
客
の
方
々
に
ス
ト
レ
ス
な
く
快
適
に
宮
島
観
光

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。
世
界
遺
産
で
あ
る
嚴
島
神
社
を
擁
す
る
宮
島
と
宮

島
口
の
観
光
課
題
を
Ａ
Ｉ/

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
解
決
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
宮
島
観
光
協
会

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て
お
り
、
宮
島
島
内

の
ト
イ
レ
や
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ
る
島
内
の
混
雑
状

況
等
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
指
定
電
子
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
混
雑
緩
和
の
取
り

組
み
︵
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
︶

参
考
資
料

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
で
は
、
感
染
対
策
の
一
環
で
、

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
日
時
指
定
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
15
分
毎
の

入
場
可
能
時
間
か
ら
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
当

該
時
間
帯
が
販
売
枚
数
に

達
す
る
と
販
売
終
了
と
な

り
、
来
場
者
数
の
平
準
化

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

（出典）宮島観光協会 Facebook ページ、広島県ホームページ

（出典）サンシャイン水族館 WEB サイト

を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
を
緩
和
し
、
事

前
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
来
場
者
数
の
平
準
化

を
図
り
ま
す
。
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イ
．閑
散
期
や
朝
・
夜
等
の
積
極
的
な

     

受
入
拡
大
事
業

①
閑
散
期
や
朝
・
夜
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

宿
泊
者
向
け
の
朝
散
歩
ツ
ア
ー
の
共
同
開
催

や
、
夜
の
宮
島
散
策
ツ
ア
ー
の
開
発
等
、
朝
・
夜

の
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、
１
日
の
中
で
昼
間
に

集
中
し
て
い
る
観
光
需
要
の
分
散
化
を
図
り
ま

す
。
例
え
ば
、
毎
年
８
月
に
行
わ
れ
て
き
た
宮
島

水
中
花
火
大
会
は
長
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
が
、
花
火
の
打
ち
上
げ
は
夜
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
集
客
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
10
分

程
度
の
短
時
間
の
花
火
を
夏
休
み
期
間
は
毎
週

開
催
す
る
等
、
宮
島
の
夜
を
彩
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

１
つ
と
し
て
花
火
の
打
ち
上
げ
を
検
討
し
ま
す
。

②
平
日
需
要
創
出

（
方
策
１
）
で
示
し
た
「
ま
な
び
の
島
宮
島
創

出
事
業
」
に
お
け
る
修
学
旅
行
や
研
修
の
誘
致
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
も
平
日
需
要
拡
大
に
資
す

る
も
の
と
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
学
会
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
音
楽
等
文
化
系
団
体
の
合
宿
、
各
種
展

示
会
等
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）
誘
致
に
向
け
て

も
、
資
料
作
成
や
情
報
収
集
を
進
め
、
広
島
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
と
連
携
し
、

ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
宮
島
交
流
館
（
宮
島
ま
ち
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
）
等
を
会
場
と
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
等

に
よ
り
新
た
な
平
日
需
要
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
急
速
に
進
展
し
た
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
国
も
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
施
策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

Wi-

Fi
環
境
の
整
っ
た
滞
在
施
設
の
整
備
及
び
飲

食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
付
帯
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
整
備
等
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
適
地
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

宮
島
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
前
の
閑
散
期
日
数

参
考
資
料

コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
６
～
２
０
１
９
年
の

４
年
間
に
つ
い
て
、
１
日
毎
の
来
島
者
数
を

繁
閑
別
に
整
理
す
る
と
以
下
の
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

１
日
８
０
０
０
人
未
満
を
閑
散
日
と
し
て

設
定
す
る
と
、
年
間
平
均
94
日
が
閑
散
日
と

な
り
ま
す
。
こ
の
閑
散
日
を
適
度
日
ま
で
底

上
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
島
内
需
要
の
平
準

化
が
進
み
、
一
定
の
来
島
者
数
が
見
込
め
、

観
光
事
業
者
の
体
制
に
つ
い
て
も
正
規
職
員

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
等
の
変
化
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
適
度
日
の
増
加
に
よ
り

観
光
客
の
満
足
度
も
向
上
し
、
年
間
を
通
じ

て
消
費
額
の
増
加
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

1日あたり来島者数の年別日数
1 日当たり
来島者数

各年の該当日数（日） 2016-2019
平均値2016 2017 2018 2019

最繁忙日
30000 人以上 7 11 10 14 11

20000 ～ 30000 人 19 22 24 21 22

繁忙日
16000 ～ 20000 人 30 40 31 42 36

12000 ～ 16000 人 82 72 70 78 76

適度日 8000 ～ 12000 人 122 135 122 132 128

閑散日 8000 人未満 106 85 108 78 94 →閑散日を無くし、
   全て適度日へ

年間日数 366 365 365 365 365

（出典）廿日市市資料

４  

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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世
界
的
に
「
持
続
可
能
な
観
光
」
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
宮
島
エ
リ
ア
が
世
界
の
旅
行
者
か
ら

選
ば
れ
る
持
続
可
能
な
観
光
地
と
な
る
た
め
に
は
、

宮
島
観
光
の
中
心
と
な
る
歴
史
、
文
化
、
自
然
を

保
全
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
「
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責

任
あ
る
観
光
）」
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
観
光
客
も

宮
島
エ
リ
ア
の
環
境
保
全
の
役
割
を
担
う
サ
ポ
ー

タ
ー
と
位
置
づ
け
、
世
界
遺
産
や
歴
史
的
建
造
物

の
保
護
、
保
全
を
進
め
ま
す
。

（
方
策
３
）宮
島
の
価
値
の
保
全

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．「
み
ん
な
で
守
る
宮
島
」
推
進
事
業

①
世
界
遺
産
の
保
全

・
自
然
資
源
、
歴
史
的
資
源
の
保
全
活
動
の
推
進

・
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
全
・
活
用

・
登
山
道
の
整
備
・
保
全

②
み
ん
な
で
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

・
宮
島
訪
問
税
を
活
用
し
た
保
全

・
啓
発
活
動
の
展
開
、
行
動
基
準
の
策
定

（
方
策
４
）

○
全
島
博
物
館
実

現
化
事
業

（
方
策
１
）

○
コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン

テ
ン
ツ
拡
充
事
業

理
念

共
有

イ
．持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
事
業

宮
島
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
観
光
客
を
含
め
た
「
み
ん
な
」
で
保
全
し
、

世
界
の
旅
行
者
か
ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能
な
観
光
地
へ

〈
関
連
事
業
〉

①
宮
島
の
環
境
を
守
る
活
動
推
進

・
海
洋
・
海
岸
の
清
掃

・
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
活
用
な
ど
ゴ
ミ
排
出
の
削
減

②
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
則
っ
た
宮
島
の
実
現

・
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
対
応

・
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
フ
ー
ド

マ
イ
レ
ー
ジ
等
）

（
方
策
１
）

○
上
質
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス

創
出
事
業

（
方
策
１
）

○
ま
な
び
の
島
宮
島

創
出
事
業

コ
ア
フ
ァ
ン

コ
ア
フ
ァ
ン

に
よ
る
保
全

に
よ
る
保
全

修
学
旅
行
コ

修
学
旅
行
コ

ン
テ
ン
ツ
化

ン
テ
ン
ツ
化

欧
米
豪
欧
米
豪

誘
客
誘
客
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ア
．﹁
み
ん
な
で
守
る
宮
島
﹂推
進
事
業

①
世
界
遺
産
の
保
全

こ
れ
ま
で
も
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
人
の
手
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
来
た
宮
島
の
魅
力
や
資
源
を
、

今
後
も
継
続
し
て
保
全
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
宮

島
が
持
続
的
な
観
光
地
と
な
る
た
め
に
重
要
で

す
。
国
宝
や
重
要
文
化
財
だ
け
で
な
く
、
神
事
・

行
事
の
継
続
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
保
全
・
活
用
事
業
（
対
象
区
域
の
フ
ァ
サ
ー
ド

修
繕
、
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
、
空
き
家
の
保
全
・

活
用
）、
自
然
歩
道
や
登
山
道
の
保
守
、
鳥
獣
害

対
策
事
業
（
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
登
山
道
等
の
被
害

へ
の
対
策
）
等
、
宮
島
の
資
源
を
守
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

②
み
ん
な
で
守
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

歴
史
・
文
化
・
自
然
の
保
全
活
動
に
つ
い
て
は

宮
島
訪
問
税
も
活
用
し
、
訪
問
税
の
利
用
目
的
・

用
途
・
成
果
の
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
来
島
者
の
賛
同
を
得
な
が
ら
、
宮
島
の
持

続
的
な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
廿

日
市
市
在
住
者
、
広
島
市
在
住
者
等
、
宮
島
周
辺

の
在
住
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
る
、
宮
島
の
資
源

の
保
全
活
動
を
担
う
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
メ
ン
バ
ー
等
を
コ
ア
フ
ァ
ン
と
位
置
づ
け
、
よ

【
具
体
的
事
業
】

り
多
く
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
宮
島
の
保
全

に
取
り
組
み
ま
す
。

京
都
市
で
策
定
さ
れ
て
い
る
観
光
客
の
行
動
基

準
を
参
考
に
、
宮
島
に
お
け
る
観
光
客
の
行
動
基

準
を
策
定
し
、
観
光
産
業
従
事
者
や
廿
日
市
市
民

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
観
光
客
向
け
の
情
報

発
信
等
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
責
任

あ
る
観
光
）
の
徹
底
に
よ
り
、
観
光
客
の
行
動
も

宮
島
の
環
境
保
全
に
役
立
つ
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

京
都
観
光
行
動
基
準
︵
京
都
観
光
モ
ラ
ル
︶

参
考
資
料

京
都
市
及
び
公
益
社
団
法
人
京
都
市
観
光
協
会
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
で
は
、
持
続
可
能
な
観
光
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
進
め
て
い
く
た
め
に
、「
京
都
観
光
行
動
基
準
（
京
都
観
光

モ
ラ
ル
）
～
京
都
が
京
都
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
観
光
事

業
者
・
従
事
者
等
、
観
光
客
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
大
切

に
し
て
い
き
た
い
こ
と
～
」
を
２
０
２
０
年
11
月
に
策
定
し

ま
し
た
。

観
光
事
業
者
・
従
事
者
等
、
観
光
客
、

市
民
が
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
、
京
都
が

京
都
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
「
持
続
可
能

な
観
光
」
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
に
大

切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
し
て
、

ま
た
市
民
に
つ
い
て
は
、
旅
行
者
を
あ
た

た
か
く
迎
え
る
な
ど
の
京
都
市
市
民
憲
章

を
具
体
的
に
実
践
す
る
も
の
と
し
て
、
行

動
基
準
を
策
定
し
て
い
ま
す
。（
下
図
は
観

光
客
向
け
チ
ラ
シ
）

こ
れ
ま
で
の
観
光
客
に
対
す
る
マ
ナ
ー

啓
発
と
は
異
な
り
、
観
光
業
界
の
事
業
者

（出典）京都市観光協会資料

や
従
事
者
、
市
民
も
含
め
て
、
お
互
い
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
を
定
め
て
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
約
１
５
０
０
社
の
会
員
事
業
者
を
抱
え
る
京
都
市
観
光

協
会
で
は
業
界
で
働
く
み
な
さ
ま
を
起
点
に
取
組
を
広
げ
る

こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
業
界
か
ら
の
有
志

と
京
都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
学
生
を
招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

４
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︵
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｓ-

Ｄ
︶

参
考
資
料

日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）ロゴマーク

（出典）観光庁資料

■ＳＤＧｓと観光
2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」（SDGs：

Sustainable Development Goals）は、貧困や飢餓の撲滅、教育、ジェンダーの平等、
クリーンエネルギーの普及、経済成長、環境保全、平和構築など、17 の目標と各目標に
紐づく 169 のターゲットからなり、2030 年までの達成を目指している。

特に経済成長と雇用に関する「目標８」、消費と生産にする「目標 12」、海洋資源に関
する「目標 14」の３つの目標には、観光の役割が明記されたターゲットが設定されてい
るが、国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）は、「すべての目標に対して、観光は直接的、また
は間接的に貢献する力があり、持続可能な開発目標の達成に向けて、重要な役割を担って
いる」旨、宣言している。

イ
．持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
事
業

①
宮
島
の
環
境
を
守
る
活
動
推
進

宮
島
の
観
光
資
源
で
あ
る
歴
史
・
文
化
・
自

然
等
を
継
続
的
に
保
全
し
、
観
光
地
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
海
洋
・
海
岸
の
清
掃
や
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
強
化
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
減
量
等
排
出
ゴ
ミ
の
少
な
い
観
光
地
モ

デ
ル
の
実
現
等
、
自
然
環
境
を
守
る
活
動
を
進

め
ま
す
。

②
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
則
っ
た
宮
島
の
実
現

２
０
２
０
年
６
月
に
は
、
観
光
庁
と
国
連
世
界

観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）駐
日
事
務
所
で
は
『
日

本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
Ｓ-

Ｄ
）』
を
発
行
し
ま
し
た
。
今
後
、「
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光
地
の
受
入
環

境
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
感
染
症
対
策
や
災
害
に

備
え
た
危
機
管
理
、
地
域
の
自
然
環
境
や
文
化

遺
産
の
保
護
等
、
観
光
客
と
地
域
住
民
の
双
方

に
配
慮
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
作
成
さ
れ

て
お
り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
持
続
可
能
な
観
光
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
（
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
考

慮
し
た
食
材
使
用
）
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
即
し
た
観
光
地
の
あ
り
方
を
訴
求
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
地
の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
ま

す
。

観
光
庁
で
は
、
各
地
方
公
共
団

体
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）等
が
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
日
本

版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（Japan Sustainable Tourism
 

S
tandard for D

estinations

︐

JSTS-D

）」を
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
６
月
に
開
発
し
ま
し
た
。

今
後
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
」
の
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
観
光
客
と
地
域
住
民

双
方
に
配
慮
し
、
多
面
的
か
つ
客
観

的
な
デ
ー
タ
計
測
と
中
長
期
的
な
計

画
に
基
づ
く
総
合
的
な
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
い

う
認
識
に
基
づ
き
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
各
地
方
自
治
体
や
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
等
が
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
多
面

的
な
現
状
把
握
を
可
能
に
し
、
継
続

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
証
拠
資
料
（
エ

ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
い
た
観
光
政
策

や
計
画
の
策
定
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く

持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｓ-

Ｄ
の
中
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

観
光
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
コ
ラ
ム
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．全
島
博
物
館
実
現
化
事
業

①
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

・
全
島
博
物
館
構
想
に
む
け
て
宮
島
の
資
源
を
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
保
存

②
ガ
イ
ド
機
能
の
拡
充

・
登
録
ガ
イ
ド
の
活
動
支
援
、
ガ
イ
ド
人
材
育
成
、
ガ
イ
ド
支
援
ツ
ー
ル
作
成

・
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
の
支
援
（
観
光
客
自
ら
が
情
報
収
集
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
）

③
サ
ポ
ー
タ
ー
機
能
の
拡
充

・
宮
島
の
資
源
を
守
る
「
関
係
人
口
」
の
増
加
、
組
織
化

・
宮
島
を「
自
慢
」に
思
う
地
元
住
民（
コ
ア
フ
ァ
ン
）に
よ
る

情
報
発
信
（
リ
フ
ァ
ラ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

（
方
策
３
）

○「
み
ん
な
で
守
る

  

宮
島
」
推
進
事
業

（
方
策
１
）

○
コ
ロ
ナ
後
の
コ
ン

テ
ン
ツ
拡
充
事
業

理
念

共
有

・「
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
の
具
体
化

・
世
界
遺
産
を
保
全
し
な
が
ら
学
び
、
楽
し
む
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現

イ
．エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

宮
島
の
価
値
を
守
り
・
伝
え
る
機
能
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

全
島
博
物
館
構
想
の
実
現
へ

〈
関
連
事
業
〉

本
市
で
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
に
「
宮

島
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
急
激
な

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る
宮
島
地
域

に
お
い
て
、
平
安
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

文
化
や
民
俗
に
根
ざ
し
た
伝
統
を
、
世
界
共
通
の

財
産
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
基
本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
貴
重
な
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
守
り

伝
え
る
宮
島
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
体
験
し
、

学
び
や
観
光
が
で
き
る
宮
島
を
「
本
物
を
体
感
で

き
る
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
と
捉
え
、
宮
島
の
未

来
の
姿
を
『
全
島
博
物
館
：
厳
島
』
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
全
島
博
物
館
構
想
の
実
現
に
向
け
、
コ

ロ
ナ
後
の
宮
島
の
観
光
の
価
値
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
宮
島
に
関
す
る
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ
作

成
、
学
芸
員
と
し
て
の
ガ
イ
ド
の
充
実
、
会
員
と

し
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）
の
組
織
化
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
情
報
提
供
等
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
宮
島
エ
リ
ア
で
は
、
魅
力
あ
る
豊
か
な
自

然
と
歴
史
お
よ
び
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
の
保
全

を
図
り
つ
つ
、
観
光
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
た

各
産
業
の
持
続
と
活
性
化
を
推
進
し
、
宮
島
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
振
興
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

（
方
策
４
）宮
島
の
価
値
の
継
承

進
全
体
構
想
」
を
作
成
し
て
お
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
認
定
を
中
国
地
方
で
初
め

て
受
け
て
い
ま
す
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
や
自
然

活
用
型
観
光
は
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
い
て
更
に
そ
の

傾
向
が
強
ま
る
と
思
わ
れ
、
地
域
の
自
然
環
境
の

保
全
・
活
用
等
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
加
速

さ
せ
、
市
域
全
体
に
お
い
て
環
境
負
荷
の
少
な
い

観
光
に
取
り
組
み
ま
す
。

４  

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策

コ
ア
フ
ァ
ン

コ
ア
フ
ァ
ン

に
よ
る
保
全

に
よ
る
保
全



36宮島ルネサンス計画／厳島宣言 ■

ア
．全
島
博
物
館
実
現
化
事
業

①
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

博
物
館
や
美
術
館
等
で
は
、
収
蔵
品
等
の
資

源
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
）
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
宮
島
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
未
来
の
姿
「
全
島
博

物
館
：
厳
島
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
宮
島

の
自
然
、
文
化
、
歴
史
等
の
資
源
を
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
後
世

に
残
す
と
と
も
に
、
世
界
に
広
く
発
信
す
る
等
、

デ
ー
タ
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

②
ガ
イ
ド
機
能
の
拡
充

博
物
館
に
は
「
博
物
館
資
料
の
収
集
、
保
管
、

展
示
及
び
調
査
研
究
そ
の
他
こ
れ
と
関
連
す
る

事
業
に
つ
い
て
の
専
門
的
事
項
を
つ
か
さ
ど
る

（
博
物
館
法
第
四
条
４
）」
学
芸
員
が
専
門
職
と
し

て
置
か
れ
て
い
ま
す
。
宮
島
に
は
学
芸
員
の
職
能

を
果
た
す
べ
く
「
宮
島
登
録
ガ
イ
ド
」
が
存
在
し

て
お
り
、「
全
島
博
物
館
：
厳
島
」
実
現
に
向
け

て
、
登
録
ガ
イ
ド
の
活
動
支
援
、
ガ
イ
ド
人
材
育

成
、
ガ
イ
ド
支
援
ツ
ー
ル
作
成
等
、
ガ
イ
ド
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、セ
ル
フ
ガ
イ
ド
の
支
援（
観

光
客
自
ら
が
情
報
収
集
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
）

等
、
ガ
イ
ド
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
具
体
的
事
業
】

③
サ
ポ
ー
タ
ー
機
能
の
拡
充

宮
島
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
に
は
「
宮
島
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
守
り
伝
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
力
が
必
要
で

す
。
し
か
し
島
に
暮
ら
す
人
だ
け
で
は
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
島
に
暮
ら
す
人
、
働
く
人
、

訪
れ
る
人
、
想
い
を
は
せ
る
人
、
す
べ
て
の
島

民
が
宮
島
を
守
り
、
伝
え
、
発
信
す
る
こ
と
で

新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
廿
日
市
市
内
を
含
む
近

隣
圏
の
住
民
が
廿
日
市
市
の
魅
力
に
気
づ
き
、

宮
島
の
リ
ピ
ー
タ
ー
、
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
増
や

す
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の

好
意
的
な
投
稿
の
増
加
等
、
そ
の
後
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
移
住
促
進
に
寄
与
す
る
観
光
振
興
方

策
に
繋
が
り
ま
す
。
全
島
博
物
館
の
会
員
組
織

と
し
て
、
宮
島
の
コ
ア
フ
ァ
ン
を
組
織
化
し
、

季
節
ご
と
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
情
報
提
供
、
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
、
資
源
保
全

の
お
手
伝
い
の
募
集
等
を
行
い
ま
す
。

『
芸
州
厳
島
図
会
』の
活
用

参
考
資
料

江
戸
末
期
の
地
誌『
芸
州
厳
島
図
会
』は
１
８
４
２（
天
保
13
）

年
に
岡
田
清
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
国
立
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

よ
り
公
開
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
末
期
の
当
時
の
様
子
や
建

築
物
、
宝
物
等
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
代
と
江
戸
末
期
を
見
比

べ
て
み
る
こ
と
で
、
風
景
の

変
化（
あ
る
い
は
変
わ
ら
な
い

風
景
）を
知
る
こ
と
が
で
き
、

宮
島
の
自
然
や
歴
史
を
体
感

で
き
る
文
献
と
言
え
ま
す
。

Ａ
Ｒ
を
用
い
た
ガ
イ
ド
支
援

参
考
資
料

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、N

real Ltd.

が
開
発
し

た
、
約
79
g
の
Ａ
Ｒ
グ
ラ
ス
「N

real Air

（
エ
ン
リ
ア
ル
エ

ア
ー
）」に
つ
い
て
２
０
２
２
年
３

月
４
日
（
金
曜
）
に
、
全
国
の

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
発
売
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｒ

グ
ラ
ス
内
に
生
み
出
さ
れ
る
仮
想

３
次
元
空
間
上
に
お
い
て
、
複
数

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
同
時
に
映
し
出

す
機
能
が
あ
り
、「
動
画
を
見
な

が
ら
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
っ
た
マ
ル
チ
タ
ス
ク
を

効
率
的
に
楽
し
む
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（出典）NTTドコモ報道発表資料（2022年 2月14日） （出典）国立公文書館デジタルアーカイブ
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イ
．エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
体
験
し
、
学
ぶ
と
と

も
に
、
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
保
全

に
責
任
を
持
つ
観
光
の
あ
り
か
た
と
し
て
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
０

年
９
月
に
「
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体

構
想
」
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
き

４
大
臣
か
ら
認
定（
中
国
地
方
初
）さ
れ
ま
し
た
。

自
然
保
護
活
動
の
推
進
、
自
然
に
関
す
る
研
修

実
施
、
自
然
歩
道
や
登
山
道
の
整
備
、
自
然
体

験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
案
内
や
受
付
対
応
が
可

能
な
案
内
所
の
整
備
等
、「
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
全
体
構
想
」
の
具
現
化
を
進
め
ま
す
。

宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想

参
考
資
料

宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、
宮
島
の

魅
力
あ
る
豊
か
な
自
然
と
歴
史
お
よ
び
文
化
な
ど
の
地

域
資
源
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
観
光
関
連
産
業
を
は
じ

め
と
し
た
各
産
業
の
持
続
と
活
性
化
を
推
進
し
、
宮
島

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
振
興
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

構
想
で
は
、
宮
島
全
域
及
び
周
囲
の
海
域
を
対
象
地

域
と
し
、
以
下
に
示
す
「
守
る
」「
活
か
す
」「
つ
な
ぐ
」

の
３
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
地
域
振
興
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
対
象
と
な
る
自
然
観
光
資
源
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
の
方
法
、
協
議
会
の
参
加
主
体
等

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（出典）宮島エコツーリズム推進全体構想
          （宮島エコツーリズム推進協議会、令和２年９月）

宮
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想

３
つ
の
基
本
方
針

●
守
　
る
：
世
界
遺
産
を
擁
す
る
宮
島
の
自
然
を
理
解
し
、

守
り
、
未
来
へ
継
承
し
ま
す
。

●
活
か
す
：
美
し
い
宮
島
の
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、
持
続

的
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

●
つ
な
ぐ
：
美
し
い
宮
島
の
自
然
を
通
し
て
、
本
土
側
を
含

め
た
地
域
住
民
と
訪
れ
る
人
と
の
交
流
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
の
様
子
（
上
か
ら
、
海
浜
生
物
観
察
、
弥
山
登
山
ツ
ア
ー
、
船
上
参
拝
ツ
ア
ー
）

４
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
に
お
い
て
は
、
５
Ｇ
等
の
次
世

代
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
幅
広
く
提
供
さ
れ
、
そ
れ
ら

を
使
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
期
待
さ
れ

る
と
と
も
に
、
観
光
産
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
：
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
）
が

進
展
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会

等
を
通
じ
た
市
内
観
光
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

活
用
支
援
を
進
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
時
代
の
新
し
い

観
光
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
観
光
産
業
振
興
・
育
成
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
宮
島
の
神
事
・
行
事
を
継
承
し
、
宮
島

の
歴
史
・
文
化
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
経
営
や
新
た
な
潮
流
を
踏
ま
え
た
ビ

ジ
ネ
ス
化
等
を
行
う
地
域
の
観
光
産
業
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
観
光
Ｄ
Ｘ
化
等
に

対
応
で
き
る
人
材
等
、
宮
島
の
今
後
の
観
光
産
業

を
担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
、
就
業
環
境
の
整
備

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

（
方
策
５
）観
光
産
業
の
振
興・育
成

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
事
業

（
方
策
２
）

○
閑
散
期
や
朝・夜
等

の
積
極
的
な
受
入

拡
大
事
業

イ
．観
光
人
材
育
成
事
業

観
光
事
業
者
の
生
産
性
の
向
上
、
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

廿
日
市
市
の
主
要
産
業
と
し
て
の
観
光
産
業
の
確
立

〈
関
連
事
業
〉

（
方
策
６
）

○
観
光
産
業
に
お
け

る
地
域
内
経
済
循

環
促
進
事
業

関
連
関
連

雇
用
創
出

雇
用
創
出

関
連
関
連

①
観
光
産
業
支
援

・
支
援
施
策
・
補
助
事
業
等
の
情
報
提
供

・
事
業
者
向
け
観
光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
提
供

②
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上

・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
等
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
新
た
な
技
術
へ
の

対
応

・
観
光
産
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進

①
人
材
育
成

・
宮
島
の
観
光
を
伝
承
す
る
観
光
地
経
営
人
材
の
育
成

・
デ
ジ
タ
ル
対
応
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
人
材
の
育
成

②
人
材
確
保

・
正
規
雇
用
の
促
進
、
観
光
人
材
の
移
住
増

・
外
国
人
人
材
の
雇
用

③
就
業
環
境
の
向
上

・
島
内
の
居
住
環
境
、
保

育
・
教
育
環
境
の
拡
充
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ア
．観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
事
業

①
観
光
産
業
支
援

国
や
県
等
が
実
施
す
る
観
光
産
業
の
支
援
策
・

補
助
事
業
等
の
情
報
や
、
観
光
客
の
動
向
等
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
観
光
事
業
者
に
情

報
提
供
し
、
観
光
産
業
の
経
営
や
生
産
性
向
上
に

向
け
た
研
修
の
実
施
等
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
が

よ
り
良
い
形
で
事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

②
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上

５
Ｇ
等
の
次
世
代
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
幅
広
く
提

供
さ
れ
、
セ
ン
サ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
観
光
事
業

者
に
お
い
て
活
用
可
能
な
新
た
な
技
術
が
具
現

化
す
る
中
、
観
光
産
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
：
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
）
の
推

進
等
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
時
代
の
新
し
い
観
光
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
観
光
産
業
振
興
の
取
組
を
進
め
ま

す
。

③
就
業
環
境
の
向
上

空
き
家
を
活
用
し
た
島
内
の
居
住
環
境
の
整

備
、
保
育
・
教
育
環
境
の
拡
充
等
、
就
業
環
境
の

向
上
に
も
注
力
し
、
宮
島
の
観
光
産
業
の
雇
用
確

保
に
繋
げ
ま
す
。

【
具
体
的
事
業
】

伊
勢
ゑ
び
や
大
食
堂
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

参
考
資
料

伊
勢
市
で
商
店
や
和
食
堂
な
ど
の
商
業
施
設

を
営
む
、
創
業
１
０
０
年
の
老
舗
「
ゑ
び
や
大
食

堂
」
で
は
、
積
極
的
に
現
場
を
巻
き
込
ん
で
Ｉ
Ｔ

事
業
に
取
り
組
み
、
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
の
シ
ス
テ
ム
導
入
以

降
、
２
０
１
８
年
に
は
ゑ
び
や
大
食
堂
の
売
上
が

約
４・
４
倍
、
客
単
価
が
約
３
倍
、
食
品
ロ
ス
が

１
╱
７
に
削
減
と
な
り
、
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
の

店
舗
経
営
で
得
ら
れ
た
成
果
は
、
従
業
員
に
も
還

元
（
給
料
ｕ
ｐ
、残
業
０
、長
期
休
暇
の
取
得
等
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

元
に
、
２
０
１
８
年
に
飲
食
店
向
け
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
株

式
会
社EBILAB

を
立
ち
上
げ
、
飲
食
・
小
売

店
舗
経
営
に
必
要
な
す
べ
て
の
情
報
を
一
元
管

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「TO

U
CH

 PO
IN

T BI

」

を
開
発
し
て
い
ま
す
。

「TO
U

CH
 PO

IN
T BI

」
で
は
、
売
上
、
客

数
、
顧
客
属
性
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
や
ウ
ェ

ブ
の
口
コ
ミ
な
ど
、
店
舗
に
関
す
る
様
々
な
状

況
の
可
視
化
が
可
能
で
あ
り
、
店
舗
経
営
の
指
針

と
な
る
デ
ー
タ
（
気
象
情
報
、
観
光
情
報
、
人

流
デ
ー
タ
、
顔
認
証
デ
ー
タ
等
）
と
「TO

U
CH

 
PO

IN
T BI

」
で
得
ら
れ
た
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
を
掛

け
合
わ
せ
、
未
来
の
来
客
数
を
予
測
し
、
売
れ
る

商
品
の
見
極
め
や
日
々
の
事
務
作
業
の
軽
減
す

る
「
来
客
予
測
Ａ
Ｉ
」
も
開
発
し
、
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
を
飲
食
店
向
け
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

（出典）株式会社 EBILAB、広島経済同友会ひろしまブランド委員会資料

４
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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イ
．観
光
人
材
育
成
事
業

①
人
材
育
成

島
内
の
観
光
事
業
者
の
従
業
員
が
、
宮
島
の
こ

と
を
良
く
知
り
、
神
事
・
行
事
に
参
加
し
た
り
、

観
光
客
に
対
し
て
情
報
提
供
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
宮
島
の
観
光
産
業
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た

め
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
宮
島
の
観
光
を

伝
承
す
る
人
材
を
は
じ
め
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

観
光
地
経
営
の
視
点
を
持
っ
た
人
材
、
デ
ジ
タ
ル

対
応
人
材
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
人
材
、
木
工
細

工
等
の
伝
統
技
術
の
継
承
人
材
等
、
宮
島
の
観
光

産
業
に
必
要
な
人
材
を
育
成
す
る
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

②
人
材
確
保

コ
ロ
ナ
後
は
人
材
の
定
着
も
課
題
に
な
る
と
考

え
ら
れ
、
来
島
者
数
の
平
準
化
に
よ
り
正
規
雇
用

者
の
増
加
を
促
す
と
と
も
に
、
外
国
人
人
材
の
雇

用
促
進
、
観
光
人
材
の
移
住
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

参
考
資
料

宮
島
の
観
光
産
業
の
雇
用
創
出
に
向
け
た
施
策
の
全
体
像

（
方
策
２
）イ
．閑
散
期
や
朝
・
夜
等
の
積
極
的
な
受

入
拡
大
事
業

①
閑
散
期
や
朝
・
夜
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

・朝・夜
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
実
施
、
閑
散
期
イ
ベ
ン
ト
、

  

花
火
打
ち
上
げ
の
分
散
開
催

②
平
日
需
要
創
出

・
平
日
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
る
平
日
需
要

  

創
出
等

需
要
平
準
化
に
よ
る
雇
用
形
態
の
変
化

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
か
ら
正
規
雇
用
）

就
業
環
境
向
上
に
よ
る
多
様
な
人
材
確
保

（
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
）

（
方
策
５
）ア
．観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
事
業

③
就
業
環
境
の
向
上

・
島
内
の
居
住
環
境
、
保
育
・
教
育
環
境
の
拡
充

（
方
策
６
）イ
．観
光
産
業
に
お
け
る
地
域
内
経

済
循
環
促
進
事
業

②
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
地
域
内
の
観
光
人
材
連
携

・
異
業
種
交
流
、
大
学
等
と
の
連
携

（
方
策
５
）ア
．観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
事
業

②
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上

・
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
等
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
新
た
な
技
術

へ
の
対
応

・
観
光
産
業
Ｄ
Ｘ
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上

（
観
光
産
業
の
賃
金
増
加
）

（
方
策
５
）イ
．観
光
人
材
育
成
事
業

②
人
材
確
保

・
正
規
雇
用
の
促
進
、
観
光
人
材
の
移
住
増

・
外
国
人
人
材
の
雇
用

観
光
産
業
の
専
門
人
材
確
保
・
移
住

（
観
光
産
業
が
真
の
成
長
産
業
へ
）

成
長
で
き
る
環
境
整
備
に
よ
る
人
材
育
成

（
世
界
に
誇
れ
る
観
光
人
材
創
出
）

（
方
策
５
）イ
．観
光
人
材
育
成
事
業

①
人
材
育
成

・
宮
島
の
観
光
を
伝
承
す
る
観
光
地
経
営
人
材
の
育
成

・
デ
ジ
タ
ル
対
応
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
人
材
の
育
成
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令
和
３
年
度
よ
り
検
討
を
開
始
し
た
観
光
推
進

組
織
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
に
つ
い
て
、
設
立
に
向
け
た
検

討
を
継
続
的
に
実
施
し
、
令
和
６
年
度
の
設
立
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
場
調
査
、
多
様
な
観
光

関
係
者
の
連
携
、
観
光
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
進
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

後
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
り
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

（
方
策
６
）観
光
推
進
体
制
の
整
備２

０
２
２（
令
和
４
）年
度

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度

２
０
２
４（
令
和
６
）年
度

ア
．Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
事
業

デ
ー
タ

提
供

イ
．観
光
産
業
に
お
け
る
地
域
内
経
済
循
環
促
進
事
業

宮
島
に
お
け
る
観
光
消
費
の
拡
大
を
目
指
し
、

市
内
観
光
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興
に
取
り
組
む

〈
関
連
事
業
〉

①
市
場
把
握・Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

・
観
光
客
動
向
デ
ー
タ
収
集・分
析・レ
ポ
ー
ト（
Ｄ
Ｍ
Ｐ
） 

・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
検
討
、
設
立

②
顧
客
管
理

・
観
光
客
一
人
一
人
に
対
応
し
た
情
報
提
供
（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）

・
観
光
客
に
よ
る
情
報
発
信
・
多
様
な
情
報
発
信
・
多
様
な
販
売
チ
ャ
ネ
ル

①
一
体
的
な
観
光
振
興

・
市
内
の
観
光
事
業
者
の
連
携
促
進

・
戦
略
策
定

②
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
地
域
内
の
観
光
人
材
連
携

・
異
業
種
交
流
、
大
学
等
と
の
連
携

（
方
策
４
）

○
全
島
博
物
館
実

現
化
事
業

４  

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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ア
．Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
事
業

①
市
場
把
握
・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

廿
日
市
市
の
観
光
振
興
の
た
め
の
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
：Destination M

anagem
ent

／M
arketing Organization

）
の
設
立
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。
設
立
に
際
し
て
は
、
市
内
観
光

事
業
者
を
交
え
た
勉
強
会
を
開
催
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
そ
の
運
営
方
法
・
事
業

モ
デ
ル
の
検
討
、
人
材
確
保
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
具
体
的
事
業
と
し
て
は
、
多
様
な
関
係
者
の

連
携
を
促
す
取
組
、
地
域
資
源
の
発
掘
・
磨
き
上

げ
・
商
品
化
・
販
売
、
観
光
客
動
向
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
収
集
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
活
用
可
能
な
観
光
統
計
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
の
開
発
・
運
用
等
、
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（Data 

M
anagem

ent Platform

）
と
し
て
観
光
関
係
デ
ー

タ
収
集
・
分
析
事
業
を
行
い
ま
す
。

②
顧
客
管
理

観
光
地
経
営
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
顧
客
と
し

て
観
光
客
デ
ー
タ
を
扱
い
、
観
光
客
一
人
一
人
に

対
応
し
た
情
報
提
供
（
顧
客
関
係
管
理
Ｃ
Ｒ
Ｍ
：

Custom
er Relationship M

anagem
ent

）
を
行
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
に
よ
る
情
報

発
信
に
繋
げ
、
多
様
な
情
報
発
信
・
多
様
な
販
売

チ
ャ
ネ
ル
の
獲
得
を
図
り
ま
す
。

【
具
体
的
事
業
】

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
︵
Ｄ
Ｍ
Ｏ
︶

参
考
資
料

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
：D
estination 

M
anagem

ent

／M
arketing O

rganization

）
は
、

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ

た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係

者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た

観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
調
整
機
能

を
備
え
た
法
人
で
す
。
こ
の
た
め
、
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
が
必
ず
実
施
す
る
基
礎
的
な
役
割･

機
能
（
観
光
地
域

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
し
て
は
、
以
下

の
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
を
中
心
と
し
て
観
光
地
域

づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
多
様
な
関
係
者

の
合
意
形
成

（
２
）
各
種
デ
ー
タ
等
の
継
続
的
な
収
集･

分
析
、
デ
ー

タ
に
基
づ
く
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
戦

略
（
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
の
策
定
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設

定･

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

（
３
）
地
域
の
魅
力
の
向
上
に
資
す
る
観
光
資
源
の
磨
き

上
げ
や
域
内
交
通
を
含
む
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備
、

多
言
語
表
記
等
の
受
入
環
境
の
整
備
等
の
着
地
整

備
に
関
す
る
地
域
の
取
組
の
推
進

（
４
）
関
係
者
が
実
施
す
る
観
光
関
連
事
業
と
戦
略
の
整

合
性
に
関
す
る
調
整･
仕
組
み
づ
く
り
、プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

ま
た
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
は
、「
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
」
や
閑
散
期
対
策
な
ど
の
需
要
の
平
準
化
な

ど
「
観
光
地
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
観
点
で
の
取

組
も
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
災
害
等
の
非
常
時
に
お
け

る
訪
日
外
国
人
を
含
む
旅
行
者
へ
の
情
報
発
信
や
安
全
・

安
心
対
策
に
つ
い
て
、
自
治
体
等
と
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
の
官
民
の
関
係
者
と
の
効
果
的
な
役
割

分
担
を
し
た
上
で
、
例
え
ば
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成

･

販
売
や
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業
務
の
実
施
な
ど
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が
観
光
地
域

づ
く
り
の
一
主
体
と
し
て
個
別
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

（出典）観光庁
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①
一
体
的
な
観
光
振
興

飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
は
可
能
な
限
り
地
元
産

の
食
材
を
活
用
す
る
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
地
域

外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
消
費
（
地
域
外
貨
）
を

地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
外
へ
の
漏

出
（
リ
ー
ケ
ー
ジ
）
を
最
小
化
さ
せ
、
経
済
的
な

持
続
可
能
性
を
高
め
ま
す
。
例
え
ば
、
吉
和
の
ワ

サ
ビ
や
ル
バ
ー
ブ
、
野
菜
な
ど
を
宮
島
・
宮
島
口

の
宿
泊
施
設
で
扱
う
等
、
廿
日
市
市
内
の
農
産

品
、
加
工
品
を
観
光
地
で
あ
る
宮
島
・
宮
島
口
の

施
設
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
流
通
経
路
・
手
段
を

検
討
し
ま
す
。

②
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
内
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化
、
事
業
者

連
携
に
よ
る
滞
在
型
観
光
の
推
進
、
観
光
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、
廿
日
市
市
内
の
多
様
な
事

業
者
の
連
携
・
つ
な
が
り
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
宮
島
エ
リ
ア
内
及
び
廿
日
市
市
内
の
観
光

人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
異
業
種
交

流
や
大
学
と
の
連
携
も
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
に
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で

観
光
地
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
し
ま
す
。

廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
に
描
か
れ
て

い
る
移
住
促
進
を
見
据
え
た
観
光
振
興
の
方
向

性
も
考
慮
し
、
稼
ぐ
視
点
、
地
域
に
お
金
を
循

廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
に
お
け
る
市
内
経
済
循
環
の
考
え
方

参
考
資
料

廿
日
市
市
観
光
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本
方
針
３
に
市
内
経
済
循
環
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
左
記
の
よ
う
な

記
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
．観
光
産
業
に
お
け
る
地
域
内
経
済
循
環
促
進
事
業環

さ
せ
る
視
点
、
雇
用
創
出
の
視
点
で
観
光
産

業
振
興
を
推
進
し
、
移
住
促
進
に
も
つ
な
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

観
光
客
数
の
量
的
拡
大
よ
り
も
質

的
向
上
を
目
指
す
宮
島
に
お
い
て
は
、

自
然
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
充
実
や
、
早
朝
・
夜
間
の
魅
力
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
滞
在
時
間
の
延

長
を
図
り
、
観
光
客
一
人
あ
た
り
の
消

費
額
と
宿
泊
客
の
増
加
を
追
求
す
る
。

た
だ
し
、
宮
島
島
内
で
は
宿
泊
収
容
力

に
限
界
が
あ
る
た
め
、
本
土
側
地
域
の

宿
泊
機
能
と
も
連
携
し
て
宿
泊
客
の

受
け
入
れ
を
図
り
、
廿
日
市
市
全
体
と

し
て
の
経
済
効
果
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
す
。

さ
ら
に
、
宮
島
島
内
で
提
供
・
販

売
さ
れ
る
料
理
や
土
産
物
に
つ
い
て
、

付
加
価
値
が
あ
る
商
品
等
を
廿
日
市

市
全
域
か
ら
調
達
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
循
環
の
割
合
を
高
め
る
。

（出典）廿日市市観光振興基本計画

宮島と市内各地域をつなぎ、集客と経済効果を高める考え方

宮島口

宮  島

地域色豊かな交流地域地域色豊かな交流地域地域色豊かな交流地域地域色豊かな交流地域地域色豊かな交流地域地域色豊かな交流地域

一流の国際観光拠点一流の国際観光拠点一流の国際観光拠点一流の国際観光拠点一流の国際観光拠点一流の国際観光拠点

宿
泊
連
携

外貨獲得

【桟橋・護岸の整備】
【旅客ターミナルの機能充実】
・ターミナルの一体化
・観光情報発信
・郷土料理飲食施設
・地域芸能体験施設
・地域物産施設
・体験型観光施設

【海辺の散歩道、憩いの場の整備】
【交通アクセスの整備】
・駐車場立体化
・アクセス道路整備

【宮島口整備と連携した競艇場の活性化】

近隣都市圏客

海外客・国内客

宮島口地区環境整備 (2013 年～ )廿日市・大野・佐伯・吉和
情
報
発
信

販
売

消
費
単
価
増
加

外貨獲得

原
材
料
の
域
内
調
達

４
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
具
体
的
方
策
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参
考
資
料

・
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
検
討
会
設
置
要
綱
 ︙
︙
︙
︙
46

　
・
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
検
討
会
開
催
経
緯
 ︙
︙
︙
︙
46

　
・
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
検
討
会　
名
簿
 ︙
︙
︙
︙
︙
47
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参
考
資
料

5　
（
目
的
）

第
１
条　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
産
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
宮
島
地
域
に
つ
い
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
ル
ネ
サ
ン
ス
（
再
生
、
復
興
） 

計
画
の
策
定
を
検
討
す
る
た
め
、
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス

計
画
策
定
検
討
会
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
。

　
（
任
務
）

第
２
条　

検
討
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
意
見
の
交
換
、
調
整
等
を
行
う
。

　
（
１
） 

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
検
討
案

　
（
２
） 

そ
の
他
宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
の
素
案
の
作
成
に
係
る
こ
と

　
（
組
織
）

第
３
条　

検
討
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
20
名
程
度
の
構
成
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
（
１
） 

学
識
経
験
者

　
（
２
） 

観
光
・
交
通
関
係
事
業
者

　
（
３
） 

宮
島
・
宮
島
口
地
域
関
係
団
体
及
び
事
業
者

　
（
４
） 

観
光
関
連
団
体
の
職
員

　
（
５
） 

関
係
行
政
機
関
の
職
員

　
（
６
） 

そ
の
他
構
成
員
と
し
て
必
要
と
認
め
る
者

　
（
事
務
局
）

第
４
条　

検
討
会
の
事
務
局
は
、
廿
日
市
市
環
境
産
業
部
観
光
課
に
置
く
。

　
　

  

２ 

検
討
会
に
係
る
庶
務
は
、
事
務
局
に
お
い
て
処
理
す
る
。

　
（
そ
の
他
）

第
５
条　

こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
検
討
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　

附　

則

　

こ
の
要
綱
は
、
令
和
３
年
11
月
30
日
か
ら
施
行
す
る
。

■
第
１
回

　

日
時
：
令
和
３
年
12
月
21
日
（
火
）
15
時
～
17
時

　

場
所
：
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
宮
島
交
流
館
２
階
ホ
ー
ル

■
第
２
回

　

日
時
：
令
和
４
年
３
月
18
日
（
金
）
14
時
～
16
時

　

場
所
：
ｅ
ｔ
ｔ
ｏ
宮
島
交
流
館
２
階
ホ
ー
ル

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
検
討
会
設
置
要
綱

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画

策
定
検
討
会
開
催
経
緯 
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事

務

局

そ

の

他

関
係
行
政
機
関

観
光
関
連
団
体

宮
島
・
宮
島
口

地
域
関
係
団
体

及
び
事
業
者

観
光
・
交
通

関
係
事
業
者 

学
識
経
験
者

区
分

公
益
財
団
法
人
中
国
地
域
創
造
研
究
セ
ン
タ
ー 

主
席
研
究
員

廿
日
市
市
環
境
産
業
部
観
光
課 

観
光
振
興
係
主
事

廿
日
市
市
環
境
産
業
部
観
光
課 

観
光
振
興
係
長

廿
日
市
市
環
境
産
業
部
観
光
課
長

廿
日
市
市
環
境
産
業
部
長

廿
日
市
市
長

株
式
会
社
中
国
放
送 

テ
レ
ビ
局 

編
成
制
作
部 

次
長

中
国
運
輸
局 

観
光
部 

観
光
地
域
振
興
課
長

一
般
社
団
法
人
広
島
県
観
光
連
盟 

カ
ス
タ
マ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長

宮
島
町
商
工
会 

事
務
局
長

一
般
社
団
法
人
は
つ
か
い
ち
観
光
協
会 

事
務
局
長

一
般
社
団
法
人
宮
島
観
光
協
会 

専
務
理
事

有
限
会
社
紅
葉
堂 

代
表
取
締
役

株
式
会
社
鳥
居
屋 

専
務
取
締
役

宮
島
ホ
テ
ル
ま
こ
と 

取
締
役

宗
教
法
人
大
聖
院 

副
住
職

宗
教
法
人
大
願
寺 

住
職

宮
島
口
み
ら
い
協
議
会 

会
長

宮
島
旅
館
組
合 
組
合
長

宮
島
表
参
道
商
店
街 

会
長

宮
島
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

会
長

日
本
航
空
株
式
会
社 

J
A
L
ふ
る
さ
と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

広
島
電
鉄
株
式
会
社 

地
域
共
創
本
部 

地
域
共
創
事
業
部
地
域
交
流
事
業
課
長

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社 

営
業
本
部 

広
島
営
業
部
長

株
式
会
社
J
T
B 

広
島
支
店 

副
支
店
長
（
営
業
統
括
）

東
京
経
済
大
学 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

教
授

役
職
等 

吉
原　

俊
朗

網
本　

恒
介

丸
子　

絵
美
子

村
上　

雅
信

棚
田　

久
美
子

松
本　

太
郎

松
本　

清
孝

秋
本　

由
美

新
矢　

敏
浩

山
本　

卓
士

高
橋　

久
夫

上
野　

隆
一
郎

竹
内　

基
浩

佐
々
木　

健
一

梅
林　

文
子

吉
田　

大
裕

平
山　

真
明

上
野　

純
一

有
本　

隆
哉

木
村　

力

正
木　

文
雄

真
辺　

麻
未

諏
訪　

正
浩

辻
本　

建

濵
田　

充

中
村　

忠
司

氏
名

宮
島
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
策
定
検
討
会　
名
簿

５  

参
考
資
料
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